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技術的条件集別表４（ＩＳＵＰ仕様）の記述に関する留意事項

１．本別表は、以下に示すＴＴＣ標準をベースドキュメントとし参照している。

本別表の標準番号 ＴＴＣ標準の標準番号及び版数 (制定月日)

ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６１ ＪＴ－Ｑ７６１　第７版　(2001年４月19日)

ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６２ ＪＴ－Ｑ７６２　第20版　(2002年５月30日)

ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３ ＪＴ－Ｑ７６３　第21版　(2005年８月25日)

ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４ ＪＴ－Ｑ７６４　第12版　(2002年５月30日)

２．本別表では、ＴＴＣ標準の規定と当社の規定に差分がある場合についてのみ、
その具体的内容を記述している。以下にＴＴＣ標準の規定に準拠した事項及び、
ＴＴＣ標準の規定との間に差分がある事項の表記方法を示す。

１）当社の規定がＴＴＣ標準の規定に準拠している事項
【ＪＴ－Ｑ＊＊＊に準拠する】

２）当社では規定していないが、ＴＴＣ標準では規定している事項
【ＪＴ－Ｑ＊＊＊では▽△を規定している】
▽　　～ＴＴＣ標準規定の記述～　　△

３）当社で規定しているが、ＴＴＣ標準では規定していない事項
▼　　　～当社規定の記述～　　　　▲
【ＪＴ－Ｑ＊＊＊では▼▲を規定していない】

４）当社の規定とＴＴＣ標準の規定が異なる事項
▼　　　～当社規定の記述～　　　　▲
【ＪＴ－Ｑ＊＊＊では▼▲の規定が異なる】

５）ＴＴＣ標準では規定しているが、当社網、直接協定事業者網間では使用、
あるいは適用しない事項
【規定しない】

３．本別表で用いられる用語・語句の意味は、ＴＴＣ標準の内容に準拠している。

４．本別表のセクション番号は、ＴＴＣ標準のセクション番号に対応している。
　ただし、ＴＴＣ標準のセクション番号はＩＴＵ－Ｔのセクション番号に対応
しており、またＩＴＵ－Ｔでのみ規定されていて、ＴＴＣ標準、当社のどちら
も規定していない事項については、その記述を全て割愛してあるため、セクシ
ョン番号が連続しない場合がある。
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５．本別表は形態、分類にまたがる共通的な事項について記述しており、各形態、
分類に閉じて特記する必要がある事項についてはその旨を技術的条件集本文中
に記述している。
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ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６１　No.７信号方式ＩＳＤＮユーザ部の機能

１．概　説
1.1  本標準の範囲
▼ＩＳＤＮユーザ部は、サービス統合ディジタル網（ＩＳＤＮ）において音声・
非音声アプリケーションに対する基本的なベアラサービスと付加サービスを提供
するのに必要な信号機能を備える№７信号方式プロトコルである。
　ＩＳＤＮユーザ部は、ＩＳＤＮユーザ部相互間の情報転送のために、メッセー
ジ転送部（ＭＴＰ）が提供するサービスを利用する。
　当社との相互接続における基本的なベアラサービスを提供するＩＳＤＮユーザ
部プロトコルは、ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６１からＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４に説明し
てある。ＩＳＤＮユーザ部の信号およびメッセージの概要は、ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ
７６２で規定される。メッセージフォーマットおよびメッセージフィールドのコ
ードはＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３に規定されている。ＩＳＤＮ接続の設定および切
断のための信号手順は、ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４に規定されている。▲
【ＪＴ－Ｑ７６１では▼▲の規定が異なる】
1.2　参考文献　　【ＪＴ－Ｑ７６１に準拠する】
1.3　用語と定義　　【ＪＴ－Ｑ７６１に準拠する】
1.4　略語　　【ＪＴ－Ｑ７６１に準拠する】

２．ＩＳＤＮユーザ部信号手順の概論
2.1　アドレス信号　　【ＪＴ－Ｑ７６１に準拠する】
2.2　基本手順　　【ＪＴ－Ｑ７６１に準拠する】
2.3　信号方式　　【ＪＴ－Ｑ７６１に準拠する】
2.4　インタワーキング　　【規定しない】

３．ＩＳＤＮユーザ部によってサポートされる能力
　表３－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６１はＩＳＤＮユーザ部によって提供される基
本呼の信号能力の一覧である。
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▼表３－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６１

機能／サービス 本技術的条件集

基本呼

音声／3.1kHz オーディオ
64kbit/s非制限
マルチレートコネクションタイプ  （注１）
Ｎ×64kbit/sコネクションタイプ
一括アドレス信号
オーバラップアドレス信号
中継網選択
導通試験
順方向転送
簡易分割手順
トーンとアナウンス
アクセス配送情報
ユーザテレサービス情報の転送
中断／再開
フォールバック能力を許容するコネクションタイプの

ための信号手順
伝播遅延決定手順
拡張エコー制御信号手順
簡易エコー制御信号手順
自動再試行
回線と回線群の閉塞／閉塞解除
回線群問い合せ
二重捕捉
デジタル回線交換間伝送アラーム処理
回線／回線群リセット
不合理信号情報受信
コンパチビリティ手順
一時的トランク閉塞
ＩＳＵＰ輻輳制御
自動輻輳制御
Ｎ－ＩＳＤＮ／ＩＮＡＰ間相互作用
未実装回線識別符号
ユーザ部有効性制御
ＭＴＰ停止と再開
信号長オーバメッセージ
一時的代替ルーチング（ＴＡＲ）
ホップカウンタ手順
コレクトコール要求手順
到達困難網管理
発測地位置手順

○
○

○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○

凡例： （○）本技術的条件集提供を示す。

注１)マルチコネクションタイプは、2×64、384、1536および1920kbit/sである。
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表３－２／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６１（1/2）

機能／サービス 本技術的条件集

汎用信号手順

エンド・エンド信号－パスアロング法
エンド・エンド信号－ＳＣＣＰコネクションオリエンテッド
エンド・エンド信号－ＳＣＣＰコネクションレス
汎用番号転送
汎用ディジット転送
汎用通知手順
サービス活性化
遠隔操作サービス（ＲＯＳＥ）能力
網特有ファシリティ
先行切断情報転送
アプリケーション転送メカニズム（ＡＰＭ）
リダイレクション
ピボットルーティング

○

付加サービス

ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ）
複数加入者番号（ＭＳＮ）
発信者番号通知（ＣＬＩＰ）
発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ）
接続先番号通知（ＣＯＬＰ）
接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ）
悪意呼通知（ＭＣＩＤ）
サブアドレス（ＳＵＢ）
ビジー時着信転送（ＣＦＢ）
無応答時着信転送（ＣＦＮＲ）
無条件着信転送（ＣＦＵ）
呼毎着信転送（ＣＤ）
明示着信転送（ＥＣＴ）
コールウェイティング（ＣＷ）
保留（ＨＯＬＤ）
話中時再呼び出し（ＣＣＢＳ）
無応答時再呼び出し（ＣＣＮＲ）
通信中機器移動（ＴＰ）
会議電話（ＣＯＮＦ）
三者通話（３ＰＴＹ）
閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）
優先割り込み（ＭＬＰＰ）
グローバル仮想網サービス（ＧＶＮＳ）
国際テレコミュニケーションチャージカード（ＩＴＣＣ）
着信課金（ＲＥＶ）
ユーザ・ユーザ情報転送１（暗黙）（ＵＵＳ）
ユーザ・ユーザ情報転送１（明示）（ＵＵＳ）
ユーザ・ユーザ情報転送２（ＵＵＳ）
ユーザ・ユーザ情報転送３（ＵＵＳ）

○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
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表３－２／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６１（2/2）

機能／サービス 本技術的条件集

付加機能／サービス

ＰＳＳ１情報フローにおけるＶＰＮアプリケーションの提供
番号ポータビリティ（ＮＰ）提供

凡例： （○）本技術的条件集提供を示す。

▲
【ＪＴ－Ｑ７６１では▼▲の規定が異なる】

４．メッセージ転送部（ＭＴＰ）が提供するサービス【ＪＴ－Ｑ７６１に準拠す
る】

６．将来の拡張とコンパチビリティ手順
　新しい付加サービスを提供する際のプロトコル追加要求を満たすため必要に応
じ、既存のプロトコル要素に追加変更を行うことによって、新しいプロトコル版
を作成することが必要である。
　十分なサービスの継続性を確保するためには、新しいプロトコル版を網の一部
に挿入する場合に、その網の他の部分に影響を及ぼさないようにしなくてはなら
ない。新しい版を規定する際、次のガイドラインに従えばプロトコル版相互の互
換性は、最適化されるであろう。

(1) 既存のプロトコルの要素、即ち手順、メッセージ、信号情報、およびコー
ドは、プロトコルエラーを修正する場合、または当該プロトコルが支援して
いるサービスの運用を変更することが必要になった場合を除いて、変更すべ
きではない。

(2) メッセージ、パラメータ、またはパラメータ内のフィールドの意味は、変
更すべきではない。

(3) メッセージのフォーマット、符号化のために設定されているルートは、変
更すべきではない。

(4) 既存メッセージの必須部分へ、信号情報を追加することを許してはならな
い。

(5) 既存メッセージへのパラメータの追加は、それがメッセージの付加部分に
追加される場合に限って許される。

(6) 既存の必須固定長の信号情報へ新しいオクテットの追加は避けるべきであ
る。

(7) 既存の可変長パラメータ内のフィールドの順序は、無変更のままとすべき
である。新しいフィールドは既存のパラメータフィールドの最後に追加され
る。パラメータフィールドの順序に変更が必要となった場合は、新しいパラ
メータを規定すべきである。

(8) オールゼロコードポイントは、信号情報フィールドの未使用（予備）また
は無効値を示すのにもっぱら使用すべきである。これによって、あるプロト
コル版で、予備値として送られたオールゼロコードを他の版で有効値として
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解釈するケースを避けることができる。
(9) 【規定しない】

6.1　バージョンのコンパチビリティ　　【規定しない】
6.2  ＩＳＤＮユーザ部のコンパチビリティのための補足的なコーディングのガ
イドライン　【規定しない】

付録Ｉ　　【規定しない】
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ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６２　信号と信号情報の機能概要

１．概　説
1.1　本技術的条件集の範囲
　▼本技術的条件集は当社との相互接続において▲、ＩＳＤＮユーザ部プロトコ
ルが用いる信号情報の要素とその機能に関して記述している。
【ＪＴ－Ｑ７６２では▼▲の規定が異なる】
　信号情報要素の符号化、伝達される信号のフォーマットおよび国内用であるか
否かの表示については、標準ＪＴ－Ｑ７６３［１］にて記述される。
1.2　参考文献　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
1.3　用語と定義　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
1.4　略語　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
２．信号メッセージ
2.1　アドレス完了メッセージ（ＡＣＭ）　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
2.2　応答メッセージ（ＡＮＭ）
　呼に応答があったことを示す、逆方向へ送信されるメッセージ。
【ＪＴ－Ｑ７６２では▽△を規定している】
　▽本メッセージは、半自動動作の場合は監視機能を有し、△
全自動動作の場合は下記の目的のために、課金情報とともに用いられる。
　－発信加入者への課金メータの作動開始（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２８〔２〕参照）
2.3　アプリケーション転送メッセージ（ＡＰＭ）　　【規定しない】
2.4　閉塞メッセージ（ＢＬＯ）
　保守を目的とし、回線の他方端の交換機から発信される後続呼に対し、その回
線を閉塞中の状態にするため、当該交換機に送信されるメッセージ。回線が両方
向運用中▼であれば、▲閉塞メッセージを受信した交換機は、その交換機も閉塞
メッセージを送信してない限り、当該回線に着信呼を受け入れることができなけ
ればならない。特定の条件のもとでは、閉塞メッセージが回線リセットメッセー
ジへの適切な応答にもなる。
【ＪＴ－Ｑ７６２では▼▲の規定が異なる】
2.5　閉塞確認メッセージ（ＢＬＡ）　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
2.6　呼経過メッセージ（ＣＰＧ）　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
2.8　回線群閉塞メッセージ（ＣＧＢ）　　【規定しない】
2.9　回線群閉塞確認メッセージ（ＣＧＢＡ）　　　【規定しない】
2.10　回線群リセットメッセージ（ＧＲＳ）　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
2.11　回線群リセット確認メッセージ（ＧＲＡ）　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠す

る】
2.12　回線群閉塞解除メッセージ（ＣＧＵ）　　【規定しない】
2.13　回線群閉塞解除確認メッセージ（ＣＧＵＡ）　　【規定しない】
2.14　回線群状態要求メッセージ（ＣＱＭ）　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
2.15　回線群状態応答メッセージ（ＣＱＲ）　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
2.16　コンフュージョンメッセージ（ＣＦＮ）　　【規定しない】
2.17　接続メッセージ（ＣＯＮ）　　【規定しない】
2.18　導通試験メッセージ（ＣＯＴ）　　【規定しない】
2.21　ファシリティメッセージ（ＦＡＣ）　　【規定しない】
2.29　アドレスメッセージ（ＩＡＭ）　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
2.31　ループ抑止表示メッセージ（ＬＯＰ）　　【規定しない】
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2.35　先行切断情報メッセージ（ＰＲＩ）　　【規定しない】
2.36　切断メッセージ（ＲＥＬ）　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
2.37　復旧完了メッセージ（ＲＬＣ）　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
2.38　回線リセットメッセージ（ＲＳＣ）　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
2.39　再開メッセージ（ＲＥＳ）　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
2.40　分割メッセージ（ＳＧＭ）　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
2.43　中断メッセージ（ＳＵＳ）　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
2.44　閉塞解除メッセージ（ＵＢＬ）
　回線の他方端の交換機が、以前に送信された閉塞メッセージ
【ＪＴ－Ｑ７６２では▽△を規定している】
▽または、回線群閉塞メッセージ△
により閉塞中の状態にされた回線を解除するため、当該交換機へ送信されるメッ
セージ。
2.45　閉塞解除確認メッセージ（ＵＢＡ）　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
2.50　課金メッセージ（ＣＨＧ）　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
３．信号パラメータ
3.1　アクセス配送情報　【規定しない】
3.2　アクセス転送　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.3　アプリケーション転送パラメータ（ＡＰＰ）　【規定しない】
3.4　自動輻輳レベル　　【規定しない】
3.5　逆方向呼表示　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.11 ▼呼番号
　交換局間で加入者線信号を中継転送することを可能とするため送信されるメッ
セージ。また、エンドエンド交換局（移動－移動通信時）間で回線非対応信号転
送を可能とするため、ＩＡＭとＡＣＭにより交換局間で相互の受信アドレスを交
換する。▲
【ＪＴ－Ｑ７６２では▼▲を規定していない】
3.13　コールトランスファ参照　　【規定しない】
3.14　着ディレクトリ番号　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.15　着ＩＮ番号　　【規定しない】
3.16　着番号　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.17　発測地位置　　【規定しない】
3.18　発番号　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.19　発ユーザ種別　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.20　理由表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.22　ＣＣＳＳ　　【規定しない】
3.25　回線群監視メッセージ種別　　【規定しない】
3.26　回線状態表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.27　閉域接続インタロックコード　　【規定しない】
3.30　接続先番号　　【規定しない】
3.32　導通表示　　【規定しない】
3.33　相関ｉｄ　　【規定しない】
3.36　オプションパラメータ終了表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.37　イベント情報　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.39　順方向呼表示　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.41　汎用ディジット　　【規定しない】
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3.42　汎用通知識別子　　【規定しない】
3.43　汎用番号　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.50　ループ抑止表示　　【規定しない】
3.53　メッセージコンパチビリティ情報　　【規定しない】
3.55　接続特性表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.58　網特有ファシリティ　　【規定しない】
3.60　オプション逆方向呼表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.61　オプション順方向呼表示　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.62　第一着番号　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.63　第一着ＩＮ番号　　【規定しない】
3.65　パラメータコンパチビリティ情報　　【規定しない】
3.74　範囲と状態　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.75　リダイレクション逆方向情報　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.76　リダイレクション能力　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.77　リダイレクション回数　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.78　リダイレクション順方向情報　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.80　転送元番号　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.81　着信転送情報　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.82　転送先番号　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.85　ＳＣＦｉｄ　　【規定しない】
3.87　信号局コード　　【規定しない】
3.89　中断／再開表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.90　中継網選択（国内用）　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.91　通信路要求表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.94　ＵＩＤ動作表示　　【規定しない】
3.95　ＵＩＤ能力表示　　【規定しない】
3.96　ユーザサービス情報　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.98　ユーザテレサービス情報　　【規定しない】
3.99　ユーザ・ユーザ表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.100　ユーザ・ユーザ情報　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.101　網機能種別　　【規定しない】
3.102　料金区域情報　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.103　課金情報　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.104　課金情報種別　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.105　契約者番号　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.106　移動通信用エンド情報転送　　【規定しない】
3.107　移動通信用呼番号　　【規定しない】
3.108　ＰＨＳ端末識別番号　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.109　発信者番号非通知理由　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.110　国内用リダイレクション理由　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.111　付加ユーザ種別　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.112　課金情報遅延　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.113　事業者情報転送　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
3.114　輻輳制御済み通知情報　　【規定しない】
3.115　発測地速度情報　　【規定しない】
3.116　緊急通報呼表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
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４．パラメータ情報
4.1　アクセス配送表示　　【規定しない】
4.2　表示識別　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.3　アドレス情報　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.4　高度　　【規定しない】
4.5　高度符号　　【規定しない】
4.6　高度誤差符号　　【規定しない】
4.7　ＡＰＭ分割表示　　【規定しない】
4.8　アプリケーションコンテキスト識別子　　【規定しない】
4.9　アプリケーション転送動作指示表示（ＡＴＩＩ）　　【規定しない】
4.10　バイナリコード　　【規定しない】
4.11　着信転送可能性表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.15　着ユーザ種別表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.16　着ユーザ状態表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.21　理由表示値　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.22　ＣＣＳＳ呼表示　【規定しない】
4.24　課金表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.27　回線番号　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.28　閉域接続呼表示　　【規定しない】
4.29　コーディング標準　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.33　信頼度　　【規定しない】
4.35　接続先番号要求表示　　【規定しない】
4.36　導通試験表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.38 緯度　　【規定しない】
4.39 経度　　【規定しない】
4.40　診断情報　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.41　メッセージ廃棄表示　　【規定しない】
4.42　パラメータ廃棄表示　　【規定しない】
4.43　エコー制御装置表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.44　楕円体表面上の楕円の形状記述　　【規定しない】
4.44a　楕円体弧　　【規定しない】
4.45　楕円体扇形形状記述　　【規定しない】
4.46　楕円体上の点の形状記述　　【規定しない】
4.47　誤差を含む楕円体上の点の形状記述　　【規定しない】
4.48　包含アプリケーション情報　　【規定しない】
4.49　コード化法　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.50　エンド・エンド情報表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.51　エンド・エンド法表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.53　イベント表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.54　イベント提示制限表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.55　拡張表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.58　フィラー　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.61　インバンド情報表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.62　内角　　【規定しない】
4.65　動作指示　　【規定しない】
4.66　網内番号表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
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4.67　相互接続表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.71　リダイレクション起動理由　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.72　ＩＳＤＮアクセス表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.73　ＩＳＵＰ１リンク表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.74　ＩＳＵＰ１リンク希望表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.75　情報長（各コンポーネントや情報要素に関する）　　【規定しない】
4.78　緯度符号　　【規定しない】
4.79　生成源　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.80　位置情報表示制限指示　　【規定しない】
4.82　長半径　　【規定しない】
4.83　短半径　　【規定しない】
4.86　拡張動作指示表示　　【規定しない】
4.87　国内／国際呼表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.88　番号種別　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.89　網廃棄表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.90　網識別計画　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.91　網識別子　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.92　網識別　　【規定しない】
4.93　網特有ファシリティ識別子　　【規定しない】
4.94　通知識別子　　【規定しない】
4.96　第Ｎ新規パラメータ名　　【規定しない】
4.97　番号不完全表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.99　番号情報識別子　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.100　番号計画表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.101　奇数／偶数表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.102　オフセット　　【規定しない】
4.104　方位　　【規定しない】
4.105　第一転送理由　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.110　通過不可表示　　【規定しない】
4.112　リダイレクション実行表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.114　高度情報と誤差を含む点の形状記述　　【規定しない】
4.115　多角形形状記述　　【規定しない】
4.120　プロトコル制御表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.121　半径　　【規定しない】
4.122　範　囲
【ＪＴ－Ｑ７６２では▽△を規定している】
回線群監視メッセージに含まれて送信され、メッセージの措置が及ぶ回線の範囲
を表示する情報。▽（例：回線群閉塞）△
4.123　リダイレクション可能表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.124　転送表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.125　転送理由　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.126　転送回数　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.127　呼解放表示　　【規定しない】
4.131　ルーチングラベル　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.132　衛星回線表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.133　ＳＣＣＰ法表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
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4.134　網検証識別　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.135　分割ローカル参照（ＳＬＲ）　　【規定しない】
4.136　通知送信表示　　【規定しない】
4.138　シーケンス表示　　【規定しない】
4.140　形状記述　　【規定しない】
4.141　信号局コード　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.142　簡易分割表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.144　状　態
【ＪＴ－Ｑ７６２では▽△を規定している】
回線群監視メッセージ▽（例：回線群閉塞）△に含まれて送信され、メッセージ
で指定された範囲内にあり、メッセージの措置が及ぶ特定の回線群を示す情報。
4.145　タイマＴ９表示　　【規定しない】
4.146　タイマＴ９指示表示　　【規定しない】
4.150　スルーパス接続表示　　【規定しない】
4.151　スルーパス接続指示表示　　【規定しない】
4.152　中継交換機転送表示　　【規定しない】
4.153　種別　　【規定しない】
4.154　ディジット種別　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.155　網識別種別　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.156　形状種別　　【規定しない】
4.157　誤差符号　　【規定しない】
4.158　ＡＰＭユーザ情報　　【規定しない】
4.159　着アドレス　　【規定しない】
4.160　着アドレス長　　【規定しない】
4.161　発アドレス　　【規定しない】
4.162　発アドレス長　　【規定しない】
4.163　経由情報転送表示　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.164　事業者情報　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.165　発事業者情報　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.166　着事業者情報　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.167　選択中継事業者情報　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.168　経由事業者情報　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.169　ＳＣＰ事業者情報　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.170　事業者情報従属　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.171　事業者識別コード　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.172　ＰＯＩ－料金区域情報　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.173　ＰＯＩ－階梯情報　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
4.174　輻輳制御対象外桁数　　【規定しない】
4.175　移転元ＳＣＰ事業者情報　　【規定しない】
4.176　移転先ＳＣＰ事業者情報　　【規定しない】
4.177　高度情報を含む楕円体上の点　　【規定しない】
4.178　高度情報と楕円体誤差を含む楕円体上の点　　【規定しない】
4.179　水平速度　　【規定しない】
4.180　水平垂直速度　　【規定しない】
4.181　誤差を含む水平速度　　【規定しない】
4.182　誤差を含む水平垂直速度　　【規定しない】
4.183　緊急通報呼種別　　【ＪＴ－Ｑ７６２に準拠する】
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19

Ｍ

理
由
表
示

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
標
準

生
成
源

理
由
種
別

診
断
情
報

拡
張
表
示

3.
20

Ｏ
Ｏ

Ｍ

回
線
状
態
表
示

（
国
内
用
）

3.
26

Ｍ

オ
プ
シ
ョ
ン
パ
ラ

メ
ー
タ
終
了
表
示

3.
36

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｏ

イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
表
示

イ
ベ
ン
ト
提
示
制
限
表
示

3.
37

Ｍ
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付
表
Ａ
－
１
／
Ｄ
ｏ
Ｃ
ｏ
Ｍ
ｏ
－
Ｑ
７
６
２
　
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
ユ
ー
ザ
部
メ
ッ
セ
ー
ジ
内
の
必
須
も
し
く
は
任
意
の
パ
ラ
メ
ー
タ
（
３
／
６
）

順
方
向
呼
設
定

逆
方
向
呼
設
定

呼
  
監

  
視

回
  
線

  
監

  
視

回
線
群
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ

フ
ィ
ー
ル
ド

サ
ブ
フ
ィ
ー
ル
ド

参
照

IA
M

SG
M

A
C

M
C

PG
A

N
M

R
EL

C
H

G
R

LC
R

SC
B

LO

U
B

L

B
LA

U
B

A

SU
S

R
ES

G
R

S
G

R
A

C
Q

M
C

Q
R

順
方
向
呼
表
示

国
内
／
国
際
呼
表
示

エ
ン
ド
・
エ
ン
ド
法
表
示

相
互
接
続
表
示

エ
ン
ド
・
エ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
情
報
表
示

Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ｐ
１
リ
ン
ク
表
示

Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ｐ
１
リ
ン
ク

　
　
　
　
　
　
希
望
表
示

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
ア
セ
ク
ス
表
示

Ｓ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
法
表
示

3.
39

Ｍ

汎
用
番
号

番
号
情
報
識
別
子

奇
数
／
偶
数
表
示

番
号
種
別
表
示

番
号
不
完
全
表
示

番
号
計
画
表
示

表
示
識
別

網
検
証
識
別

ア
ド
レ
ス
情
報

フ
ィ
ラ
ー

3.
43

Ｏ
Ｏ

接
続
特
性
表
示

衛
星
回
線
表
示

導
通
試
験
表
示

エ
コ
ー
制
御
装
置
表
示

3.
55

Ｍ

オ
プ
シ
ョ
ン

逆
方
向
呼
表
示

イ
ン
バ
ン
ド
情
報
表
示

着
信
転
送
可
能
性
表
示

3.
60

Ｏ
Ｏ

オ
プ
シ
ョ
ン

順
方
向
呼
表
示

簡
易
分
割
表
示

3.
61

Ｏ
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付
表
Ａ
－
１
／
Ｄ
ｏ
Ｃ
ｏ
Ｍ
ｏ
－
Ｑ
７
６
２
　
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
ユ
ー
ザ
部
メ
ッ
セ
ー
ジ
内
の
必
須
も
し
く
は
任
意
の
パ
ラ
メ
ー
タ
（
４
／
６
）

順
方
向
呼
設
定

逆
方
向
呼
設
定

呼
  
監

  
視

回
  
線

  
監

  
視

回
線
群
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ

フ
ィ
ー
ル
ド

サ
ブ
フ
ィ
ー
ル
ド

参
照

IA
M

SG
M

A
C

M
C

PG
A

N
M

R
EL

C
H

G
R

LC
R

SC
B

LO

U
B

L

B
LA

U
B

A

SU
S

R
ES

G
R

S
G

R
A

C
Q

M
C

Q
R

第
一
着
番
号

奇
数
／
偶
数
表
示

番
号
種
別
表
示

番
号
計
画
表
示

表
示
識
別
表
示

ア
ド
レ
ス
情
報

フ
ィ
ラ
ー

3.
62

Ｏ

転
送
元
番
号

奇
数
／
偶
数
表
示

番
号
種
別
表
示

番
号
計
画
表
示

表
示
識
別
表
示

ア
ド
レ
ス
情
報

フ
ィ
ラ
ー

3.
80

Ｏ

範
囲
と
状
態

範
囲

状
態

3.
74

Ｍ
Ｍ

着
信
転
送
情
報

転
送
表
示

転
送
理
由

転
送
回
数

第
一
転
送
理
由

3.
81

Ｏ

転
送
先
番
号

奇
数
／
偶
数
表
示

番
号
種
別
表
示

網
内
番
号
表
示

番
号
計
画
表
示

ア
ド
レ
ス
情
報

フ
ィ
ラ
ー

3.
82

Ｏ

中
断
／
再
開
表
示

3.
89

Ｍ

通
信
路
要
求
表
示

3.
91

Ｍ
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付
表
Ａ
－
１
／
Ｄ
ｏ
Ｃ
ｏ
Ｍ
ｏ
－
Ｑ
７
６
２
　
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
ユ
ー
ザ
部
メ
ッ
セ
ー
ジ
内
の
必
須
も
し
く
は
任
意
の
パ
ラ
メ
ー
タ
（
５
／
６
）

順
方
向
呼
設
定

逆
方
向
呼
設
定

呼
  
監

  
視

回
  
線

  
監

  
視

回
線
群
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ

フ
ィ
ー
ル
ド

サ
ブ
フ
ィ
ー
ル
ド

参
照

IA
M

SG
M

A
C

M
C

PG
A

N
M

R
EL

C
H

G
R

LC
R

SC
B

LO

U
B

L

B
LA

U
B

A

SU
S

R
ES

G
R

S
G

R
A

C
Q

M
C

Q
R

ユ
ー
ザ
サ
ー
ビ
ス

情
報

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
標
準

情
報
伝
達
能
力

情
報
伝
達
モ
ー
ド

情
報
伝
達
速
度

構
造

通
信
形
態

通
信
の
確
立

対
称
性

ユ
ー
ザ
情
報
プ
ロ
ト
コ
ル

3.
96

Ｏ

ユ
ー
ザ
・
ユ
ー
ザ

表
示

3.
99

Ｏ

ユ
ー
ザ
・
ユ
ー
ザ

情
報

3.
10

0
Ｏ

Ｏ

料
金
区
域
情
報

3.
10

2
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｏ

課
金
情
報
　

3.
10

3
Ｏ

Ｏ
Ｍ

課
金
情
報
種
別

3.
10

4
Ｏ

Ｏ
Ｍ

Ｐ
Ｈ
Ｓ
端
末
識
別

番
号

3.
10

8
Ｏ

発
信
者
番
号

非
通
知
理
由

3.
10

9
Ｏ

国
内
用
リ
ダ
イ
レ

ク
シ
ョ
ン
理
由

3.
11

0
Ｏ

Ｏ

付
加
ユ
ー
ザ

種
別

　
3.

11
1

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ



技別4－19

付
表
Ａ
－
１
／
Ｄ
ｏ
Ｃ
ｏ
Ｍ
ｏ
－
Ｑ
７
６
２
　
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
ユ
ー
ザ
部
メ
ッ
セ
ー
ジ
内
の
必
須
も
し
く
は
任
意
の
パ
ラ
メ
ー
タ
（
６
／
６
）

順
方
向
呼
設
定
逆
方
向
呼
設
定

呼
  
監

  
視

回
  
線

  
監

  
視

回
線
群
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ

フ
ィ
ー
ル
ド

サ
ブ
フ
ィ
ー
ル
ド

参
照

IA
M

SG
M

A
C

M
C

PG
A

N
M

R
EL

C
H

G
R

LC
R

SC
B

LO

U
B

L

B
LA

U
B

A

SU
S

R
ES

G
R

S
G

R
A

C
Q

M
C

Q
R

課
金
情
報
遅
延

3.
11

2
Ｏ

Ｏ

事
業
者
情
報

転
送

経
由
情
報
転
送

表
示

事
業
者
情
報

発
事
業
者
情
報

着
事
業
者
情
報

選
択
中
継
事
業
者
情
報

経
由
事
業
者
情
報

事
業
者
識
別
コ
ー
ド

Ｐ
Ｏ
Ｉ
－
料
金
区
域
情
報

Ｓ
Ｃ
Ｐ
事
業
者
情
報

3.
11

3
Ｏ

Ｏ
Ｏ

リ
ダ
イ
レ
ク
シ
ョ

ン
能
力
（
国
内
用
）

3.
76

Ｏ

リ
ダ
イ
レ
ク
シ
ョ

ン
回
数
（
国
内
用
）

3.
77

Ｏ

契
約
者
番
号

奇
数
／
偶
数
表
示

番
号
種
別
表
示

番
号
計
画
表
示

ア
ド
レ
ス
情
報

フ
ィ
ラ
ー

3.
10

5
Ｏ

緊
急
通
報
呼
表
示

3.
11

6
Ｏ

▲

【
Ｊ
Ｔ
－
Ｑ
７
６
２
で
は
▼
▲
の
規
定
が
異
な
る
】
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ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　フォーマット及びコード

１．概　説
1.0　本標準の範囲、参考文献、定義、略語
1.0.1　本標準の範囲　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
1.0.2　参考文献　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
1.0.3　用語と定義　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
1.0.4　略語　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
1.0.5　コーディング原則の概要
　ＩＳＤＮユーザ部のメッセージは、ＪＴ－Ｑ７０３　2.2章で記述されているフ
ォーマットを有する信号ユニットを用いて、信号リンク上を転送される。
　サービス情報オクテットで使用されるフォーマットとコードは、ＪＴ－Ｑ７０
４　14.2章に記述される。
　ＩＳＤＮユーザ部のサービス表示は“０１０１”である。
▼ＩＳＤＮユ－ザ部のＳＳＦは、コ－ド‘００００’とする。▲
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲を規定していない】
　ＩＳＤＮユーザ部を含む、各信号ユニットの信号情報フィールドはオクテット
の整数倍であり次のものを含む。（図１－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３を参照）
　a)　ルーチングラベル
　b)　回線番号
　c)　メッセージ種別コード
　d)　固定長必須部
　e)　可変長必須部
　f)　オプション部、これは固定長および可変長パラメータフィールドを含む。

図１－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　ＩＳＤＮユーザ部メッセージ
【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

　各々のメッセージの記述は、次の章で規定される。

1.1　ルーチングラベル　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
1.2　回線番号　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
1.3　メッセージ種別
　メッセージ種別は、１オクテットからなり、全てのメッセージに必須である。
メッセージ種別によりＩＳＤＮユーザ部のメッセージの機能とフォーマットが一
義的に決まる。
　この標準に記述された章は表１－４／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３にまとめてある。
1.4　フォーマッティングの原則　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
1.5　固定長必須部　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
1.6　可変長必須部
　可変長の必須のパラメータは、可変長必須部に含まれる。
　ポインタが各パラメータの始めを示すのに使われる。各々ポインタは、１オク
テットにコード化される。各々のパラメータ名とポインタが送出される順序はメ
ッセージ種別ごとに定まっている。従って、パラメータ名はメッセージには含ま
れない。ポインタのコーディング法の詳細は、節2.3に示す。パラメータの数とポ
インタの数はメッセージ種別によって、一義的に決められる。
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▼パラメータの長さを示すためのパラメータ長表示はメッセージに含まれる。▲
　【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
▽オプション部の始めもポインタで示される。
　もし、メッセージ種別がオプション部を許されていないことを示す場合、この
ポインタは存在しない。
　もし、メッセージ種別がオプション部を許容されているが（図１－３の“オプ
ションパラメータ終了表示”の存在により示される）、メッセージ中にオプション
が含まれていない場合、オール“０”から成るポインタが用いられる。
　今後の全ての可変長必須部を含むメッセージ種別は、オプションが許されてい
ることを示すことが勧められている。
　すべてのポインタは、可変長必須部の始めに連続して送出される。各パラメー
タは、パラメータ長表示とそれに続くパラメータの内容を含む。もし、可変長必
須パラメータがなくオプションパラメータが許されるならば、オプション部開始
のポインタが含まれる。（オプションパラメータの存在がないとき、全て“０”に
符号化されオプションパラメータが存在する場合は、“０００００００１”に符号
化される。）
　オプション部のポインタはオプション部が存在しないメッセージについても、
オール“０”で設定されることがある。受信側ではこれを正常とみなして処理す
る必要がある。
(注)第１版をサポートするためのオプションである△

1.7　オプション部　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
1.8  オプションパラメータの終了表示オクテット　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠す
る】
1.9　送出順序　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

図１－３／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
1.10　予備ビットのコーディング　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
1.11　国内用信号種別とパラメータ　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
1.12　メッセージ種別コードとパラメータコードの割り当て　【ＪＴ－Ｑ７６３
に準拠する】
1.13　「予備」コードと「留保」コードの意味　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

２．パラメータのコード
2.1　メッセージ種別のコード
　メッセージ種別パラメータのコーディング法を表１－４／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７
６３に示す。
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▼表１－４／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３

メッセージ種別 略　称 参照（表） コード 記事

アドレス完了
応答
閉塞
閉塞確認
呼経過
回線群状態要求（国内用）
回線群状態応答（国内用）
回線群リセット
回線群リセット確認
アドレス
切断
復旧完了
回線リセット
再開
分割
中断
閉塞解除
閉塞解除確認
課金

ＡＣＭ
ＡＮＭ
ＢＬＯ
ＢＬＡ
ＣＰＧ
ＣＱＭ
ＣＱＲ
ＧＲＳ
ＧＲＡ
ＩＡＭ
ＲＥＬ
ＲＬＣ
ＲＳＣ
ＲＥＳ
ＳＧＭ
ＳＵＳ
ＵＢＬ
ＵＢＡ
ＣＨＧ

4-1／DoCoMo-Q763
4-2／DoCoMo-Q763
4-19／DoCoMo-Q763
4-19／DoCoMo-Q763
4-3／DoCoMo-Q763
4-21／DoCoMo-Q763
4-4／DoCoMo-Q763
4-21／DoCoMo-Q763
4-5／DoCoMo-Q763
4-12／DoCoMo-Q763
4-13／DoCoMo-Q763
4-14／DoCoMo-Q763
4-19／DoCoMo-Q763
4-18／DoCoMo-Q763
4-29／DoCoMo-Q763
4-18／DoCoMo-Q763
4-19／DoCoMo-Q763
4-19／DoCoMo-Q763
4-34／DoCoMo-Q763

０００００１１０
００００１００１
０００１００１１
０００１０１０１
００１０１１００
００１０１０１０
００１０１０１１
０００１０１１１
００１０１００１
０００００００１
００００１１００
０００１００００
０００１００１０
００００１１１０
００１１１０００
００００１１０１
０００１０１００
０００１０１１０
１１１１１１１０

▲
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】

2.2　長さ表示のコーディング　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
2.3　ポインタのコーディング　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
▽ポインタ値オール“０”は、オプションパラメータの場合にオプションパラメ
ータがないことを示すために使われる。△

３．ＩＳＤＮユーザ部のパラメータ
3.1　パラメータ名
　パラメータ名のコードを、パラメータの内容を規定している章番号と併せて、
表３－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３に示す。
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▼表３－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３

パラメータ名 節番号 コード 記事

アクセス転送
逆方向呼表示
呼番号（国内用）
着番号
発番号
発ユーザ種別
理由表示
回線状態表示（国内用）
オプションパラメータ終了表示
イベント情報
順方向呼表示
汎用番号
接続特性表示
オプション逆方向呼表示
オプション順方向呼表示
第一着番号
範囲と状態
転送元番号
着信転送情報
着ディレクトリ番号（国内用）
転送先番号
中断／再開表示
中継網選択（国内用）
通信路要求表示
ユーザサービス情報
ユーザ・ユーザ表示
ユーザ・ユーザ情報
料金区域情報
課金情報
課金情報種別
契約者番号
ＰＨＳ端末識別番号
発信者番号非通知理由
国内用リダイレクション理由
付加ユーザ種別
課金情報遅延
事業者情報転送
リダイレクション能力（国内用）
リダイレクション回数（国内用）
リダイレクション逆方向情報（国内
用）
リダイレクション順方向情報（国内
用）
緊急通報呼表示

3.3
3.5
3.8
3.9
3.10
3.11
3.12
3.14
3.20
3.21
3.23
3.26
3.35
3.37
3.38
3.39
3.43
3.44
3.45
3.86
3.46
3.52
3.53
3.54
3.57
3.60
3.61
3.103
3.104
3.105
3.106
3.109
3.110
3.111
3.112
3.113
3.114
3.96
3.97
3.100

3.99

3.117

００００００１１
０００１０００１
０００００００１
０００００１００
００００１０１０
００００１００１
０００１００１０
００１００１１０
００００００００
００１００１００
０００００１１１
１１００００００
０００００１１０
００１０１００１
００００１０００
００１０１０００
０００１０１１０
００００１０１１
０００１００１１
０１１１１１０１
００００１１００
００１０００１０
００１０００１１
００００００１０
０００１１１０１
００１０１０１０
００１０００００
１１１１１１０１
１１１１１０１１
１１１１１０１０
１１１１１００１
１１１１０１１０
１１１１０１０１
１１１１０１００
１１１１００１１
１１１１００１０
１１１１０００１
０１００１１１０
０１１１０１１１
１０００１１００

１０００１０１１

１１０１０１１１
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▲
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】

3.2　アクセス配送情報　【規定しない】
3.3　アクセス転送
　アクセス転送パラメータフィールドのフォーマットを図３－２／ＤｏＣｏＭｏ
－Ｑ７６３に示す。

図３－２／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　アクセス転送パラメータフィールド
【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

　情報要素は、ＪＴ－Ｑ９３１の4.5章に記述されているようにコード化される。
アクセス転送パラメータの中には複数のＪＴ－Ｑ９３１情報要素を含むことがで
きる。アクセス転送パラメータにどの情報要素を含めるかは、信号手順により決
定される。
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
▽アクセス転送パラメータの最大長は将来発展すると思われるアクセス転送パラ
メータの内容としてのメッセージ長により制限されるだけである。
〔参考〕

アクセス転送パラメータに含みうるＪＴ－Ｑ９３１情報を以下に示す。
低位レイヤ整合性情報、高位レイヤ整合性情報、発サブアドレス、着サブア
ドレス、経過識別子。△

3.4　自動輻輳レベル　【規定しない】
3.5　逆方向呼表示
　逆方向呼表示パラメータフィールドのフォーマットを図３－４／ＤｏＣｏＭｏ
－Ｑ７６３に示す。

図３－４／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　逆方向呼表示パラメータフィールド
【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

　次に示すコードは、逆方向呼表示パラメータフィールドで使用される。
　ビット　ＢＡ：課金表示
　　　　　００：表示なし
　　　　　０１：非課金
　　　　　１０：課金
　　　　　１１：予備
　【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
　▽注１）これらのビットの解釈は課金交換機だけによる。△
　ビット　ＤＣ：着ユーザ状態表示（ＣＬＳ）
　　　　　００：表示なし
　　　　　０１：加入者空
　　　　　１０：空きの時接続 （国内用）
　　　　　１１：予備
　ビット　ＦＥ：着ユーザ種別表示
　　　　　００：表示なし
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　　　　　０１：一般ユーザ
　　　　　１０：公衆電話
　　　　　１１：予備
　ビット　ＨＧ：エンド・エンド法表示 ▽（注２）△
　　　　　００：エンド・エンド法利用不可（リンクバイリンク法のみ利用可）
　　　　　０１：予備
　　　　　１０：予備
　　　　　１１：予備
　ビット　Ｉ　：相互接続表示（注２）
　　　　　０　：相互接続なし（No.７信号１リンクである）
　　　　　１　：相互接続あり（No.７信号１リンクでない）
　ビット　Ｊ　：エンド・エンド情報表示 （国内用） （注２）
　　　　　０　：エンド・エンド情報利用不可
　　　　　１　：予備
　ビット　Ｋ　：ＩＳＵＰ１リンク表示 （注２）
　　　　　０　：ＩＳＵＰ１リンクでない
　　　　　１　：ＩＳＵＰ１リンクである
　ビット　Ｌ　：保留表示 （国内用）
　　　　　０　：保留必要なし
　　　　　１　：予備
　ビット　Ｍ　：ＩＳＤＮアクセス表示（ＩＡＩ）
　　　　　０　：着側のユーザ網インタフェースが非ＩＳＤＮ
　　　　　１　：着側のユーザ網インタフェースがＩＳＤＮ
　ビット　Ｎ　：エコー制御装置表示
　　　　　０　：入回線エコー制御装置挿入なし
　　　　　１　：入回線エコー制御装置挿入済
　ビット　ＰＯ：ＳＣＣＰ法表示 （注２）
　　　　　００：表示なし
　　　　　０１：予備
　　　　　１０：予備
　　　　　１１：予備
　　注２）ビットＧ～ＫおよびＯ，Ｐで、プロトコル制御表示（ＰＣＩ）と呼ぶ。

3.8　呼番号（国内用）
▼呼番号パラメータフィールドのフォーマットを図３－６Ａ／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ
７６３に示す。
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８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

１

２ ICR

３

４

５
SCR

６

７
局番号

図３－６Ａ／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　呼番号パラメータフィールド

a)　ICR
呼に割り当てられた識別番号を、２進数で表現したコード
設定されない時、デフォルト値は、all“０”を設定。

b)　SCR
呼に割り当てられた識別番号を、２進数で表現したコード
設定されない時、デフォルト値は、all“０”を設定。

c)　局番号
呼識別番号に関連した信号局番号 ▲
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】

3.9　着番号
　着番号パラメータフィールドのフォーマットは図３－７／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７
６３で示される。

図３－７／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

　次に示すコードは、着番号パラメータフィールドのサブフィールドで使用され
る。

a)　奇数／偶数表示
　　０：番号ディジットの桁数が偶数
　　１：番号ディジットの桁数が奇数
b)　番号種別表示
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
　　０００００００　　予備
　▽００００００１　　加入者番号
　　０００００１０　　予備、国内使用のための保留△
　　０００００１１　　国内番号
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　　００００１００　　国際番号
　▽００００１０１　　網特有番号（国内用）
　　００００１１０　　国内番号フォーマットのネットワークルーティング番

号（国内用）
　　００００１１１　　網特有番号フォーマットのネットワークルーティング

番号（国内用）
　　０００１０００　　着ディレクトリ番号を伴うネットワークルーティング

番号（国内用）のため留保△
　　０００１００１
　　　　　　　　　　　予備
　　１１０１１１１
　　１１１００００
　　　　　　　　　　　国内使用のための保留
　　１１１１１０１
　　１１１１１１０　　網特有番号（網が提供するサービス特番を表示）
　　１１１１１１１　　予備
▼注）網特有番号１ＸＹ、サービス要求コード（Ｙ1Ｙ2または９９）、００ＸＹ

（Ｘ≠１）等の場合に使用する。▲
　【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】

c)　網内番号表示（ＩＮＮ表示）
　　０　　網内へのルーティング可
　　１　　網内へのルーティング不可
d)　番号計画表示
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
　▽０００　　留保（不定）△
　　００１　　ＩＳＤＮ（電話）番号計画（勧告Ｅ．１６４）
　▽０１０　　予備
　　０１１　　データ番号計画（勧告Ｘ．１２１）
　　１００　　テレックス番号計画（勧告Ｆ．６９）
　　１０１　　国内使用のため留保 （私設番号計画）
　　１１０　　国内使用のため留保
　　１１１　　予備
注）「０００：留保（不定）」と「１０１：国内使用のため留保（私設番号計画）」
はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂ及びＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂ
においてのみ使用され得る。△

e)　アドレス情報
　００００　　ディジット０
　０００１　　ディジット１
　００１０　　ディジット２
　００１１　　ディジット３
　０１００　　ディジット４
　０１０１　　ディジット５
　０１１０　　ディジット６
　０１１１　　ディジット７
　１０００　　ディジット８

〜

〜
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　１００１　　ディジット９
　１０１０
　　　　　　　予備
　１１１１
　最上位桁のアドレス情報が最初に送られる。その後アドレス情報が連続す
る４ビットフィールドで送出される。

f)　フィラー
　アドレス情報の桁数が奇数桁の場合、フィラーコード“００００”が最後
のアドレス情報の後に挿入される。

3.10　発番号
　発番号パラメータフィールドのフォーマットは図３－８／ＤｏＣｏＭｏ－
Ｑ７６３で示される。

図３－８／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

　次に示すコードは、発番号パラメータフィールドのサブフィールドで使用
される。

a)　奇数／偶数表示
　　０：番号ディジットの桁数が偶数
　　１：番号ディジットの桁数が奇数
b)　番号種別表示
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
　▽０００００００　　予備
　　００００００１　　加入者番号
　　０００００１０　　予備、国内使用のための保留△
　　０００００１１　　国内番号
　　００００１００　　国際番号
　▽００００１０１
　　　　　　　　　　　予備
　　１１０１１１１
　　１１１００００
　　　　　　　　　　　国内使用のための保留
　　１１１１１０１　　△
　　１１１１１１０　　網特有番号
　▽１１１１１１１　　予備
　注）上記＊は第１版をサポートするためのオプション。△
c)　発番号不完全表示（NI）
　　０　　完全
　　１　　不完全
d)　番号計画表示
　　3.9　d) 参照
e)　表示識別
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
　　００　　表示可
　　０１　　表示不可

〜

〜
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　　１０　　使用不可 （注）
　　１１　　予備
　（注）表示識別をアドレス使用不可と表示した時、▽第３オクテットから第

ｎオクテットまで省略され、△ 項目a)、b)、c)及びd)は‘０’で▽項目
f)は‘11’で△コーディングされる。

f)　網検証識別
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
　　００　留保（国内用）（注）
　　０１　ユーザ投入、網検証あり、成功
　　１０　留保（国内用）（注）
　　１１　網投入
　（注）符号“００”と“１０”は、各々“ユーザ投入、網検証なし”“ユーザ

投入、網検証あり、失敗のために留保”。“００”と“１０”は、国内用
である。

g)　アドレス情報
　００００　　ディジット０
　０００１　　ディジット１
　００１０　　ディジット２
　００１１　　ディジット３
　０１００　　ディジット４
　０１０１　　ディジット５
　０１１０　　ディジット６
　０１１１　　ディジット７
　１０００　　ディジット８
　１００１　　ディジット９
　１０１０
　　　　　　　予備
　１１１１
h)　フィラー
3.9　f)参照

3.11　発ユーザ種別　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.12　理由表示
　理由表示パラメータフィールドのフォーマットは図３－10／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ
７６３で示される。

図３－10／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

次のコードが理由表示パラメータフィールドのサブフィールドで使用される。
a)　拡張表示　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
b)　コーディング標準　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
c)　生成源　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
d)　理由表示値
　▼ビット
　　７６５４３２１
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　　００００００１　　欠番
　　０００００１０　　指定中継網へのルートなし
　　０００００１１　　相手へのルートなし
　　００００１００　　特殊可聴音の送出
　　００００１０１　　トランクプレフィックスの誤ダイヤル
　　００１００００　　正常切断
　　００１０００１　　着ユーザビジー
　　００１００１０　　着ユーザレスポンスなし
　　００１００１１　　着ユーザ応答なし（呼出中）
　　００１０１００　　加入者不在
　　００１０１０１　　通信拒否
　　００１０１１０　　相手加入者番号変更
　　００１０１１１　　新着信先へリダイレクション
　　００１１０１１　　着側インタフェース起動不可
　　００１１１００　　無効番号フォーマット（不完全番号）
　　００１１１０１　　ファシリティ拒否
　　００１１１１１　　その他の正常クラス
　　０１０００１０　　利用可回線／チャネルなし
　　０１００１１０　　網故障
　　０１０１００１　　一時的失敗
　　０１０１０１０　　交換機輻輳
　　０１０１０１１　　アクセス情報廃棄
　　０１０１１００　　要求回線／チャネル利用不可
　　０１０１１１１　　その他のリソース使用不可クラス
　　０１１００１０　　要求ファシリティ未契約
　　０１１１００１　　伝達能力不許可
　　０１１１０１０　　現在利用不可伝達能力
　　０１１１１１１　　その他のサービス又はオプションの利用不可クラス
　　１０００００１　　未提供伝達能力指定
　　１０００１０１　　未提供ファシリティ要求
　　１０００１１０　　制限デジタル情報伝達能力のみ可能
　　１００１１１１　　その他のサービス又はオプションの未提供クラス
　　１０１１０００　　端末属性不一致
　　１０１１０１１　　無効中継網選択
　　１０１１１１１　　その他の無効メッセージクラス
　　１１００００１　　メッセージ種別未定義または未提供
　　１１０００１１　　情報要素／パラメータ未定義又は未提供
　　１１００１１０　　タイマ満了による回復
　　１１００１１１　　未定義または未提供のパラメータの通過
　　１１０１１１１　　その他の手順誤りクラス
　　１１１１１１１　　その他のインタワーキングクラス　▲
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】
e)　診断情報　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

3.13　回線群監視メッセージ種別表示　　【規定しない】
3.14　回線状態表示 （国内用）
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　回線状態表示パラメータフィールドのフォーマットは図３－12／ＤｏＣｏＭｏ
－Ｑ７６３で示される。

図３－12／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

　回線状態表示パラメータフィールドのオクテット数は規定範囲＋１に等しい。
各回線状態表示オクテットはｎ番目のオクテットが回線番号ｍ＋ｎ－１と対応す
るように、回線番号と対応している。ここでｍはメッセージに含まれる回線番号
である。
　次のコードが回線状態表示オクテットで使用される。
a)　ビットＤＣ＝００では
　　ビットＢＡ：　保守閉塞状態
　　　　　００　　過渡状態
　　　　　０１　　予備
　　　　　１０　　予備
　　　　　１１　　未実装
　　ビットＥ－Ｈ：　予備
b)　ビットＤＣが００に等しくなければ
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
　▽ビットＢＡ：　保守閉塞状態
　　　　　００　　非閉塞（運用中）
　　　　　０１　　自局閉塞
　　　　　１０　　相手局閉塞
　　　　　１１　　両局閉塞
　　ビットＤＣ：　呼処理状態
　　　　　０１　　入側回線として使用中
　　　　　１０　　出側回線として使用中
　　　　　１１　　空
　　ビットＦＥ：　ハードウエア閉塞状態　(注)
　　　　　００　　非閉塞（運用中）
　　　　　０１　　自局閉塞
　　　　　１０　　相手局閉塞
　　　　　１１　　両局閉塞
　　ビットＧ－Ｈ：　予備

注）ビットＦＥが００にコード化されなければ、ビットＤＣが１１にコ
ード化される。△

【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
　　▽ＨＧＦＥＤＣＢＡ：　回線状態番号
　　　００００００００　　過渡状態
　　　０００００００１　　予備
　　　００００００１０　　予備
　　　００００００１１　　未実装
　　　０００００１００　　入側回線として使用中、運用中
　　　０００００１０１　　入側回線として使用中、自局閉塞
　　　０００００１１０　　入側回線として使用中、相手局閉塞
　　　０００００１１１　　入側回線として使用中、両局閉塞
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　　　００００１０００　　出側回線として使用中、運用中
　　　００００１００１　　出側回線として使用中、自局閉塞
　　　００００１０１０　　出側回線として使用中、相手局閉塞
　　　００００１０１１　　出側回線として使用中、両局閉塞
　　　００００１１００　　空
　　　００００１１０１　　空、自局閉塞
　　　００００１１１０　　空、相手局閉塞
　　　００００１１１１　　空、両局閉塞
　　　０００１００００
　　　　　　　　　　　　　予備
　　　１１１１１１１１
　注）上記回線状態番号は第１版をサポートするためのオプションである。△

3.15　閉域接続インタロックコード　　【規定しない】
3.16　接続先番号　　【規定しない】
3.18　導通表示　　【規定しない】
3.20　オプションパラメータ終了表示　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

3.21　イベント情報
　イベント情報パラメータフィールドのフォーマットは図３－18／ＤｏＣｏＭｏ
－Ｑ７６３に示される。

図３－18／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

　次のコードがイベント表示パラメータフィールドで使用される。
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
　　ビットＧＦＥＤＣＢＡ：　イベント表示
　　　　　０００００００　　予備
　　　　　００００００１　　呼出中
　　　　　０００００１０　　経過表示
　　　　　０００００１１　　インバンド情報あるいは適当なパターンが現在利用

可能
　　　　　００００１００　　▽ビジー時着信転送（国内用）△
　　　　　００００１０１　　▽無応答時着信転送（国内用）△
　　　　　００００１１０　　▽無条件着信転送（国内用）△
　　　　　００００１１１
　　　　　　　　　　　　　　予備　▽（注）△
　　　　　１１１１１１１
　▽（注）本表示のコーディングは、コンパチビリティのため追加規定しない△
　　ビットＨ：　イベント提示制限表示
　　　０　表示なし
　　　１　提示制限

3.23　順方向呼表示　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.24　汎用ディジット（国内用）　　【規定しない】
3.25　汎用通知識別子　　【規定しない】

〜

〜
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3.26　汎用番号
　汎用番号パラメータフィールドのフォーマットは図３－23／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ
７６３に示される。

図３－23／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

　以下のコードが汎用番号パラメータフィールドのサブフィールドで使用される。
a)　番号情報識別子
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
　▽００００００００　　保留
　　０００００００１　　留保
　　００００００１０　　留保
　　００００００１１　　留保
　　０００００１００　　留保
　　０００００１０１　　付加接続先番号（注）△
　　０００００１１０　　付加発番号（注）
　　０００００１１１　　付加第1着番号（注）
　▽００００１０００　　留保
　　００００１００１　　留保
　　００００１０１０　　留保（１９９２年度版で使用）
　　００００１０１１
　　　　　　　　　　　　予備
　　０１１１１１１１
　　１０００００００
　　　　　　　　　　　　国内使用のため留保
　　１１１１１１００
　　１１１１１１１１　　拡張のため留保△
▼（注）番号情報識別子がこれらの値に設定された場合のオクテット３の使用

法は、各サービスにおいて記述される。▲
　　【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】
b)　奇数／偶数表示
　　3.9 a)参照
c)　番号種別表示
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
　▽０００００００　　予備
　　００００００１　　加入者番号（国内用）
　　０００００１０　　不定（国内用）△
　　０００００１１　　国内番号
　▽００００１００　　国際番号
　　００００１０１
　　　　　　　　　　　予備
　　１１０１１１１
　　１１１００００
　　　　　　　　　　　国内使用のため留保
　　１１１１１０１

〜

〜

〜

〜
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　　１１１１１１０　　網特有番号
　　１１１１１１１　　予備
注：各付加サービスで使用するコードと可能なかぎりにデフォルト設定値につ

いては付加サービスの標準（ＪＴ－Ｑ７３Ｘ）に記述されている。△

d)　番号不完全表示
　　０　　完全
　　１　　不完全
e)　番号計画表示
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
　▽０００　　予備△
　　００１　　ＩＳＤＮ（電話）番号計画（勧告Ｅ.164）
　▽０１０　　予備
　　０１１　　データ番号計画（勧告Ｘ.121）（国内用）
　　１００　　テレックス番号計画（勧告Ｆ.69）（国内用）
　　１０１　　私設番号計画（国内用）
　　１１０　　国内使用のため留保
　　１１１　　予備
注：各付加サービスで使用するコードと可能なかぎりにデフォルト設定値に
ついては付加サービスの標準（ＪＴ－Ｑ７３Ｘ）に記述されている。△

f)　表示識別
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
　００　　表示可
　０１　　表示不可
　１０　　使用不可
　１１　　予備
▽注：各付加サービスで使用するコードと可能なかぎりにデフォルト設定値に

ついては付加サービスの標準（ＪＴ－Ｑ７３Ｘ）に記述されている。使
用不可の場合、項目a)、b)、c)、d)及びe)は‘０’で項目g)は‘１１’
でコーディングされる。△

g)　網検証識別
　番号情報識別子が０００００１０１、０００００１１０にコード化された
場合についてのみ、この表示は以下のようにコード化され使用される。

　００　　ユーザ投入、網検証なし
　０１　　ユーザ投入、網検証あり、成功
　１０　　ユーザ投入、網検証あり、失敗
　１１　　網投入
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
▽注：各付加サービスで使用するコードと可能なかぎりにデフォルト設定値に

ついては付加サービスの標準（ＪＴ－Ｑ７３Ｘ）に記述されている。△

h)　アドレス情報
　００００　　ディジット０
　０００１　　ディジット１
　００１０　　ディジット２
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　００１１　　ディジット３
　０１００　　ディジット４
　０１０１　　ディジット５
　０１１０　　ディジット６
　０１１１　　ディジット７
　１０００　　ディジット８
　１００１　　ディジット９
　１０１０
　　　　　　　予備
　１１１１
i)　フィラー
　3.9f)参照

3.33　メッセージコンパチビリティ情報　　【規定しない】
3.35　接続特性表示　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.36　網特有ファシリティ（国内用）　　【規定しない】
3.37　オプション逆方向呼表示　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.38　オプション順方向呼表示
　オプション順方向呼表示パラメータフィールドのフォーマットは図３－35／Ｄ
ｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３で示される。

図３－35／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
以下のコードがオプション順方向呼表示パラメータフィールドのサブフィールド
で使用される。
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
▽ビット　ＢＡ：閉域接続呼表示
　　　　　００　非ＣＵＧ呼
　　　　　０１　予備
　　　　　１０　ＣＵＧ呼、発信アクセス許容
　　　　　１１　ＣＵＧ呼、発信アクセス非許容△
　ビット　Ｃ：簡易分割表示
　　　　　０　付加情報が送出されない
　　　　　１　付加情報は分割メッセージで送出される
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
▽ビット　Ｇ－Ｄ：予備
　ビット　Ｈ　　：接続先番号要求表示
　　　　　０　　　非要求
　　　　　１　　　要求△
3.39　第一着番号　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.41 パラメータコンパチビリティ情報　　【規定しない】

3.43　範囲と状態
　範囲と状態パラメータフィールドのフォーマットは図３－39／ＤｏＣｏＭｏ－
Ｑ７６３で示される。

図３－39／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

〜
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　次のコードが範囲と状態パラメータフィールドのサブフィールドで使用される。
a)　範　囲
　【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
　０から255の範囲のバイナリ表現の数。その数はメッセージによって影響
される回線の範囲を示す範囲コード＋１によって表される。回線群監視メッ
セージで影響される回線数は、32回線以下に限られる。回線群リセット，回
線群状態要求メッセージ及び回線群状態応答メッセージのために、範囲の値
を31以下にする必要がある。回線群閉塞および閉塞解除メッセージのために
は、範囲値は255までであってもよいが、１に設定する状態ビットの数は32
以下でなければならない。
　回線群閉塞、閉塞解除およびリセットメッセージ用に、範囲コード０を留
保する。▽範囲コードは、回線群状態要求及び回線群状態応答時に使用され
る。△

b)　状　態
　状態サブフィールドは、０～255に番号づけられた▼１から256▲までの状
態ビットを含む。
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】
状態ビット０は、最初の状態サブフィールドオクテットの第１ビットに位置
する。他の状態ビットは順に従う。状態サブフィールドの状態ビットの数は、
（範囲＋１）と等しい。
　各々の状態ビットは状態ビットｎが回線番号ｍ＋ｎと関係するように、回
線番号と関係している。ここでは、メッセージに含まれる回線番号である。

状態ビットは、次のようにコード化される。
　－回線群閉塞メッセージ
　　０　表示なし
　　１　閉塞
　－回線群閉塞確認メッセージ
　　０　表示なし
　　１　閉塞確認
　－回線群閉塞解除メッセージ
　　０　表示なし
　　１　閉塞解除
　－回線群閉塞解除確認メッセージ
　　０　表示なし
　　１　閉塞解除確認
　－回線群リセット確認メッセージ
　　０　保守のための閉塞ではない
　　１　保守のために閉塞

3.44　転送元番号　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.45　着信転送情報　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.46　転送先番号　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.50　信号局コード（国内用）　　【規定しない】
3.52　中断／再開表示　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.53　中継網選択（国内用）　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.54　通信路要求表示（国内用）　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
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3.57　ユーザサービス情報
　ユーザサービス情報パラメータフィールドのフォーマットは図３－51／ＤｏＣ
ｏＭｏ－Ｑ７６３で示される。
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
▽このフォーマットは、標準ＪＴ－Ｑ７３１からの伝達能力情報要素と同じであ
り、ここでコード化されたすべての機能がこの時サポートされるとはかぎらない。
△

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

　　　１ 拡　張 コーディング標準 情報伝達能力

　　　２ 拡　張 転送伝達モード 情報伝達速度

　　２ａ 拡　張 構造 通信形態 呼設定法

　　２ｂ 拡　張 対称性 情報転送速度（着→発）

　　　３ 拡　張 レイヤ識別 ユーザ情報レイヤ１プロトコル

　　　４ 拡　張 レイヤ識別 ユーザ情報レイヤ２プロトコル

　　　５ 拡　張 レイヤ識別 ユーザ情報レイヤ３プロトコル

図３－51／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　ユーザサービス
情報パラメータフィールド

　ユーザサービス情報パラメータフィールドのサブフィールドで使われるコー
ドは標準ＪＴ－Ｑ９３１伝達能力が情報要素で定義される。
3.59　ユーザテレサービス情報　　【規定しない】
3.60　ユーザ・ユーザ表示　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.61　ユーザ・ユーザ情報　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.63　ＣＣＳＳ　　【規定しない】
3.65　コールトランスファ参照　　【規定しない】
3.67　ループ抑止表示　　【規定しない】
3.70　相関ｉｄ　　【規定しない】
3.71　ＳＣＦｉｄ　　【規定しない】
3.73　着ＩＮ番号　　【規定しない】
3.78　ＵＩＤ動作表示　　【規定しない】
3.79　ＵＩＤ能力表示　　【規定しない】
3.82　アプリケーション転送　　【規定しない】
3.86　着ディレクトリ番号（国内用）　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.87　第一着ＩＮ番号　　【規定しない】
3.88　発測地位置　　【規定しない】
3.88.1　楕円体上の点の形状記述　　【規定しない】
3.88.2　誤差を含む楕円体上の点の形状記述　　【規定しない】
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3.88.3　高度情報と誤差を含む点の形状記述　　【規定しない】
3.88.4　楕円体表面上の楕円の形状記述　　【規定しない】
3.88.5　楕円体扇形形状記述　　【規定しない】
3.88.6　多角形形状記述　　【規定しない】
3.88.7　高度情報を含む楕円体上の点の形状記述　　【規定しない】
3.88.8  高度情報と楕円体誤差を含む楕円体上の点の形状記述　　【規定しない】
3.88.9　楕円体弧　　【規定しない】
3.96　リダイレクション能力 （国内用）　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.97　リダイレクション回数 （国内用）　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.99　リダイレクション順方向情報（国内用）　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.99.3　リダイレクション実行表示　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.99.4　リダイレクション起動理由　　【規定しない】
3.100　リダイレクション逆方向情報（国内用）　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.100.3　リダイレクション起動理由　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.102　網機能種別　　【規定しない】
3.103　料金区域情報　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.104　課金情報
　課金情報パラメータフィールドのフォーマットを、図３－98／ＤｏＣｏＭｏ－
Ｑ７６３に示す。

図３－98／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　課金情報パラメータフィールド
【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

　フィールド構成は、課金情報種別パラメータの値がＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３で
規定されている以外の場合は、網毎に規定する。

(1) 課金情報種別パラメータ値が「１１１１１１１０（課金レート転送）」の場
合　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
(2) 課金情報種別パラメータ値が「００００００１１（応用課金レート転送）」
の場合
▼課金情報パラメータフィールドのフォーマットは、図３－98Ｆ／ＤｏＣｏＭ
ｏ－Ｑ７６３で示される。
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８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

　　１
拡　張 予　備 信号要素種別

　　１ａ
拡　張 予　備 予　　備（暫定）

　　１ｂ 拡　張 オペレーションクラス オペレーション種別

　　１ｃ 拡　張 課金者種別 料金収集方法

　　２
料金／レート表示

図３－98Ｆ／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　課金情報パラメータフィールド

a)　拡張表示
　　０　次のオクテットに続く
　　１　最終オクテット
b)　信号要素種別：一対の信号のやりとりを識別するために送信される情報である。
　　０００　　予備
　　００１　　予備
　　０１０　　起動　　：実行すべきオペレーションを実行する。
　　０１１
　　　　　　　予備
　　１１１
c)　オペレーションクラス
　　００　　クラス１（報告なし）
　　０１
　　１０　　予備
　　１１
d)　オペレーション種別
　　０００００
　　　　　　　　　予備
　　００１０１
　　００１１０　　即時課金指示：課金契機を通知する。また、課金レート情

報を含めてもよい。
　　００１１１
　　　　　　　　　予備
　　１１１１１
e)　課金者種別
　　０００　　発信者課金
　　その他　　予備
f)　料金収集方法
　　００００　　加入者請求－正常
　　その他　　　予備
g)　料金／レート表示
　　００００００００　　予備

〜

〜

〜
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　　０００００００１　　予備
　　００００００１０　　料金／レート情報なし
　　００００００１１
　　　　　　　　　　　　予備
　　１１１１１１１１
▲
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】

3.105　課金情報種別
　課金情報種別パラメータフィールドのフィールドを、図３－100／ＤｏＣｏＭｏ
－Ｑ７６３に示す。

図３－100／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

次のコードが課金情報種別パラメータフィールドで使用される。
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
　▽００００００００
　　０００００００１　　　　網固有情報として留保
　　００００００１０　△
　　００００００１１　　　▼事業者間接続用柔軟課金▲
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
　▽０００００１００
　　　　　　　　　　　　　　網固有情報として留保
　　１０００００００

　　１００００００１
　　　　　　　　　　　　　　予備
　　１１１１１１０１　　△
　　１１１１１１１０　　　　課金レート転送
　▽１１１１１１１１　　　　予備△

3.106　契約者番号　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.107　移動通信用エンド情報転送　　【規定しない】
3.108　移動通信用呼番号　　【規定しない】
3.109　ＰＨＳ端末識別番号
　ＰＨＳ端末識別番号パラメータフィールドのフィールドを、図３－104／ＤｏＣ
ｏＭｏ－Ｑ７６３に示す。

図３－104／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
a)　奇数／偶数表示
　　０：番号ディジットの桁数が偶数
　　１：番号ディジットの桁数が奇数
b)　番号種別表示
　　０００００００　　　予備
　　００００００１　　　加入者番号

〜

〜

〜
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　　０００００１０　　　不定
　　０００００１１　　　国内番号
　　００００１００　　　国際番号
　　００００１０１
　　　　　　　　　　　　予備
　　１１０１１１１
　　１１１００００
　　　　　　　　　　　　国内使用のため留保
　　１１１１１０１
　　１１１１１１０　　　網特有番号（網が提供するサービス特番）
　　１１１１１１１　　　予備
c)　番号計画表示
　　０００　　　予備
　　００１　　　ＩＳＤＮ（電話）番号計画（勧告E．１６４）
　　０１０
　　０１１　　　予備
　　１００
　　１０１　　　国内使用のため留保
　　１１０　　▼予備▲
　　１１１　　　予備
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】
　　００００　　ディジット０
　　０００１　　ディジット１
　　００１０　　ディジット２
　　００１１　　ディジット３
　　０１００　　ディジット４
　　０１０１　　ディジット５
　　０１１０　　ディジット６
　　０１１１　　ディジット７
　　１０００　　ディジット８
　　１００１　　ディジット９
　　１０１０
　　　　　　　　予備
　　１１１１
　▼最大１６桁▲
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲を規定していない】
　▽最上位桁のアドレス情報が最初に送出される。その後アドレス情報が連続
した４ビットフィールドで送られる。△
d)　フィラー
　アドレス情報の桁数が奇数の場合、フィラーコード“００００”が最後の
アドレス情報の後に挿入される。

3.110　発信者番号非通知理由　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.111　国内用リダイレクション理由　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.112　付加ユーザ種別
　付加ユーザ種別パラメータフィールドのフィールドを、図３－107／ＤｏＣｏＭ
ｏ－Ｑ７６３に示す。

〜

〜

〜
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図３－107／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
a)　付加ユーザ種別名
　　　００００００００　　予備
　　　０００００００１
　　　　　　　　　　　　　網固有情報として留保
　　　１０００００００
　　　１００００００１
　　　　　　　　　　　　 予備
　　　１１１１１０１０
　　　１１１１１０１１　　移動系付加ユーザ種別３
　　　１１１１１１００　　移動系付加ユーザ種別２
　　　１１１１１１０１　　移動系付加ユーザ種別１
　　　１１１１１１１０　　固定系付加ユーザ種別１
　　　１１１１１１１１　　予備
b)　固定系付加ユーザ種別１：付加的なユーザ種別情報を設定
　　　００００００００　　予備
　　　０００００００１　　列車公衆
　　　００００００１０　　ピンク
　　　００００００１１
　　　　　　　　　　　　　予備
　　　１１１１１１１１
c)　移動系付加ユーザ種別１：サービスに関する情報を設定
　　　００００００００　　予備
　　　０００００００１　　移動通信（携帯自動車電話サービス）
　　　００００００１０　　移動通信（船舶電話サービス）
　　　００００００１１　　移動通信（航空機電話サービス）
　　　０００００１００　　移動通信（無線呼び出しサービス）
　　　０００００１０１　　ＰＨＳ通信（ＰＨＳサービス）
　　　０００００１１０
　　　　　　　　　　　　　予備
　　　１１１１１１１１
d)　移動系付加ユーザ種別２：通信方式に関する情報を設定
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
　　　００００００００　　予備
　　　０００００００１　　移動通信（大容量方式）
　　　００００００１０　　移動通信（Ｎ／Ｊ－ＴＡＣＳ）
　　　００００００１１　　移動通信（ＰＤＣ800MHz）
　　　０００００１００　　移動通信（ＰＤＣ1.5GHz）
　　　０００００１０１　　移動通信（Ｎ－ＳＴＡＲ衛星）
　　　０００００１１０　　移動通信（ｃｄｍａ Ｏｎｅ 800MHz）
　　　０００００１１１　　移動通信（イリジウム衛星）
　　　００００１０００　　移動通信（ＩＭＴ－2000）
　　　００００１００１　　▽ＰＨＳ通信（ＰＨＳ（活用型））△
　　　００００１０１０
　　　　　　　　　　　　　予備
　　　１１１１１１１１

〜

〜

〜

〜

〜



技別 4－43

【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
e)　▽移動系付加ユーザ種別３：料金方式に関する情報を設定
　　　００００００００
　　　　　　　　　　　　 網固有情報として留保（注）
　　　１１１１１１１１
（注）網毎に規定される。△

3.113　課金情報遅延　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
3.114　事業者情報転送
　事業者情報転送パラメータフィールドのフィールドを、図３－109／ＤｏＣｏＭ
ｏ－Ｑ７６３に示す。

図３－109／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

a)　経由情報転送表示
　　００　　転送なし
　　０１　　順方向
　　１０　　逆方向
　　１１　　両方向
　（注）事業者情報転送パラメータが逆方向に転送される場合、本表示は意味

を持たない。なお、この場合“００”を設定する。
b)　事業者情報名
【ＪＴ－Ｑ７６３では▽△を規定している】
　　００００００００　　予備
　　０００００００１
　　　　　　　　　　　　網固有情報として留保
　　１０００００００
　　１００００００１
　　　　　　　　　　　　予備
　　１１１１０１１１
　　１１１１１０００　▽移転元ＳＣＰ事業者情報△
　　１１１１１００１　▽移転先ＳＣＰ事業者情報△
　　１１１１１０１０　　ＳＣＰ事業者情報
　　１１１１１０１１　　発事業者情報
　　１１１１１１００　　着事業者情報
　　１１１１１１０１　　選択中継事業者情報
　　１１１１１１１０　　経由事業者情報
　　１１１１１１１１　　予備
3.115　輻輳制御済み通知情報　　【規定しない】
3.116　発測地速度情報　　【規定しない】
3.116.1　水平速度　　【規定しない】
3.116.2　水平垂直速度　　【規定しない】
3.116.3　誤差を含む水平速度　　【規定しない】
3.116.4　誤差を含む水平垂直速度　　【規定しない】
3.117　緊急通報呼表示　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

〜

〜

〜
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４．ＩＳＤＮユーザ部メッセージとコード　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】

▼表４－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３
メッセージ種別：アドレス完了（ＡＣＭ）

パラメータ 参照節 タイプ 長さ（オクテット）

メッセージ種別 2.1 Ｆ １

逆方向呼表示 3.5 Ｆ ２

オプション逆方向呼表示 3.37 Ｏ ３

理由表示 3.12 Ｏ ４～３６

ユーザ・ユーザ表示 3.60 Ｏ ３

アクセス転送 3.3 Ｏ ３～８２

料金区域情報 3.103 Ｏ ３～６

課金情報 3.104 Ｏ ３～３６

課金情報種別 3.105 Ｏ ３

呼番号 3.8 Ｏ ９

付加ユーザ種別 3.112 Ｏ ４～１８

課金情報遅延 3.113 Ｏ ３～４

事業者情報転送 3.114 Ｏ ３～９９

オプションパラメータ終了表示 3.20 Ｏ １

(注)　35オクテットまでのみを提供する網がある。▲
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】
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▼表４－２／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３
メッセージ種別：応答（ＡＮＭ）

パラメータ 参照節 タイプ 長さ（オクテット）

メッセージ種別 2.1 Ｆ １

逆方向呼表示 3.5 Ｏ ４

アクセス転送 3.3 Ｏ ３～８２

オプションパラメータ終了表示 3.20 Ｏ １

　▲
　【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】

▼表４－３／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３
メッセージ種別：呼経過（ＣＰＧ）

パラメータ 参照節 タイプ 長さ（オクテット）

メッセージ種別 2.1 Ｆ １

イベント情報 3.21 Ｆ １

理由表示 3.12 Ｏ ４～３６

逆方向呼表示 3.5 Ｏ ４

オプション逆方向呼表示 3.37 Ｏ ３

アクセス転送 3.3 Ｏ ３～８２

料金区域情報 3.103 Ｏ ３～６

課金情報 3.104 Ｏ ３～３６

課金情報種別 3.105 Ｏ ３

呼番号 3.8 Ｏ ９

付加ユーザ種別 3.112 Ｏ ４～１８

課金情報遅延 3.113 Ｏ ３～４

事業者情報転送 3.114 Ｏ ３～９９

オプションパラメータ終了表示 3.20 Ｏ １

▲
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】
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▼表４－４／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３
メッセージ種別：回線群状態応答（ＣＱＲ）

パラメータ 参照節 タイプ 長さ（オクテット）

メッセージ種別 2.1 Ｆ １

範囲と状態　　 (注) 3.43 Ｖ ２

回線状態表示 3.14 Ｖ ２～３３

　注）状態サブフィールドを含まない。▲
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】

表４－５／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
メッセージ種別：回線群リセット確認（ＧＲＡ）

表４－６／ＪＴ－Ｑ７６３【規定しない】
メッセージ種別：コンフュージョン（ＣＦＮ）

表４－７／ＪＴ－Ｑ７６３【規定しない】
メッセージ種別：接続（ＣＯＮ）

表４－８／ＪＴ－Ｑ７６３【規定しない】
メッセージ種別：導通試験（ＣＯＴ）

▼表４－12／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３
メッセージ種別：アドレス（ＩＡＭ）

パラメータ 参照節 タイプ 長さ（オクテット）

メッセージ種別 2.1 Ｆ １

接続特性表示 3.35 Ｆ １

順方向呼表示 3.23 Ｆ ２

発ユーザ種別 3.11 Ｆ １

通信路要求表示 3.54 Ｆ １

着番号 3.9 Ｖ ４～１３

発番号 3.10 Ｏ ４～１４

オプション順方向呼表示 3.38 Ｏ ３

転送元番号 3.44 Ｏ ４～１２
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着信転送情報 3.45 Ｏ ３～４

第一着番号 3.39 Ｏ ４～１２

ユーザ・ユーザ情報 3.61 Ｏ ３～１３１

アクセス転送 3.3 Ｏ ３～８２

ユーザサービス情報 3.57 Ｏ ４～１３

汎用番号 3.26 Ｏ ５～１５

着ディレクトリ番号（国内用） 3.86 Ｏ ５～１７

リダイレクション能力（国内用） 3.96 Ｏ ３

リダイレクション回数（国内用） 3.97 Ｏ ３

リダイレクション順方向情報（国内
用）

3.99 Ｏ ３～？
（５～？）

料金区域情報 3.103 Ｏ ３～６

契約者番号 3.106 Ｏ ４～１２

呼番号 3.8 Ｏ ９

ＰＨＳ端末識別番号 3.109 Ｏ ４～１１

発信者番号非通知理由 3.110 Ｏ ３

国内用リダイレクション理由 3.111 Ｏ ３

付加ユーザ種別 3.112 Ｏ ４～１８

事業者情報転送 3.114 Ｏ ３～９９

緊急通報呼表示 3.117 Ｏ ３

オプションパラメータ終了表示 3.20 Ｏ １

▲
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】
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▼表４－13／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３
メッセージ種別：切断（ＲＥＬ）

パラメータ 参照節 タイプ 長さ（オクテット）

メッセージ種別 2.1 Ｆ １

理由表示 3.12 Ｖ ３～３５

転送先番号 3.46 Ｏ ５～１４

アクセス転送 3.3 Ｏ ３～８２

国内用リダイレクション理由 3.111 Ｏ ３

リダイレクション回数（国内用） 3.97 Ｏ ３

リダイレクション逆方向情報（国内
用）

3.100 Ｏ ３～？
（５～？）

オプションパラメータ終了表示 3.20 Ｏ １

▲
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】

▼表４－14／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３
メッセージ種別：復旧完了（ＲＬＣ）

パラメータ 参照節 タイプ 長さ（オクテット）

メッセージ種別 2.1 Ｆ １

▲
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】

▼表４－18／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３
メッセージ種別：中断（ＳＵＳ）

再開（ＲＥＳ）

パラメータ 参照節 タイプ 長さ（オクテット）

メッセージ種別 2.1 Ｆ １

中断／再開表示 3.52 Ｆ １

▲
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】
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表４－19／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
メッセージ種別：閉塞（ＢＬＯ）
　　　　　　　　閉塞確認（ＢＬＡ）
　　　　　　　　回線リセット（ＲＳＣ）
　　　　　　　　閉塞解除（ＵＢＬ）
　　　　　　　　閉塞解除確認（ＵＢＡ）

表４－20／ＪＴ－Ｑ７６３【規定しない】
メッセージ種別：回線群閉塞（ＣＧＢ）
　　　　　　　　回線群閉塞確認（ＣＧＢＡ）
　　　　　　　　回線群閉塞解除（ＣＧＵ）
　　　　　　　　回線群閉塞解除確認（ＣＧＵＡ）

表４－21／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
メッセージ種別：回線群リセット（ＧＲＳ）
　　　　　　　　回線群状態要求（ＣＱＭ）（国内用）

表４－25／ＪＴ－Ｑ７６３【規定しない】
メッセージ種別：ファシリティ（ＦＡＣ）

▼表４－29／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３
メッセージ種別：分割（ＳＧＭ）

パラメータ 参照節 タイプ 長さ（オクテット）

メッセージ種別 2.1 Ｆ １

アクセス転送 3.3 Ｏ ３～８２

ユーザ・ユーザ情報 3.61 Ｏ ３～１３１

汎用番号 3.26 Ｏ ５～１５

オプションパラメータ終了表示 3.20 Ｏ １

▲
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】

表４－30／ＪＴ－Ｑ７６３【規定しない】
メッセージ種別：ループ抑止（ＬＯＰ）

表４－31／ＪＴ－Ｑ７６３【規定しない】
メッセージ種別：アプリケーション転送（ＡＰＭ）

表４－32／ＪＴ－Ｑ７６３【規定しない】
メッセージ種別：先行切断情報（ＰＲＩ）
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▼表４－34／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３
メッセージ種別：課金（ＣＨＧ）

パラメータ 参照節 タイプ 長さ（オクテット）

メッセージ種別 2.1 Ｆ １

課金情報種別 3.105 Ｆ １

課金情報 3.104 Ｖ ２～３５

料金区域情報 3.103 Ｏ ３～６

付加ユーザ種別 3.112 Ｏ ４～１８

オプションパラメータ終了
表示

3.20 Ｏ １

▲
【ＪＴ－Ｑ７６３では▼▲の規定が異なる】

付属資料Ａ　認識不可パラメータ値の処理の表
　　　【ＪＴ－Ｑ７６３に準拠する】
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ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４　信号手順

１．概　説
1.1　本標準の範囲
▼本技術的条件集は当社との相互接続における▲ＩＳＤＮ接続の呼設定と呼解放
に関する基本的なＩＳＤＮユーザ部の信号手順について規定する。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽全タイプの交換機に共通の動作だけを、最初に記述してある。交換機による差
異または付加的な動作は、そのタイプの交換機に適用される、独立した小節に記
述する。△
　本技術的条件集の２章に記述した手順は、基本呼に関連するものである（すな
わち付加サービスを含まない）。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽標準ＪＴ－Ｑ７６１では、すべてのＩＳＤＮユーザ部で（基本サービス及び付
加サービス）の信号方式機能の概要を示す。△
1.2　参考文献　【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】
1.3　用語と定義　【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】
1.4　略語　【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】
２．基本呼制御と信号手順
　付属資料Ｂの付図１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４から付図４／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ
７６４は、以下に記述したＩＳＤＮ呼設定シーケンスを表している。

2.1　完了の呼設定
2.1.1　順方向アドレス信号制御－一括転送制御
2.1.1.1　発交換機で必要な動作
a)　回線選択
　発交換機が発ユーザから完全な回線選択情報を受信し、その呼を後位交換
機へルーチングしてよいことが決定されたときには、最適ルートの空き回線
が選択され、後位交換機にアドレスメッセージ（ＩＡＭ）が送信される。

　適切なルーチング情報は、発交換機または遠隔データベースに蓄積されて
いる。

　どのルートを選択するかは、着番号、必要とされるコネクションタイプと、
必要とされる網の信号機能によって決まる。ルートの選択は、交換機に格納
されている情報または遠隔データベースからの読出情報を用いて発交換機が
行う。

　ディジタル加入者線の加入者の場合は、加入者からの呼設定メッセージに
伝達能力が含まれる。発交換機はこの伝達能力情報を分析して適当なコネク
ションタイプおよび網の信号機能を決める。伝達能力情報は、アドレスメッ
セージのユーザサービス情報パラメータにマッピングされる。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽ユーザテレサービス情報がアドレスメッセージに含まれるときは高位レイ
ヤ整合性情報が含まれるべきである。２つの高位レイヤ整合性情報要素を加
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入者線から受信すると優先ＨＬＣを運ぶ２番目に受信した情報要素はユーザ
テレサービス情報パラメータにマッピングされる。△
　加入者線インタフェースより受信した本情報は、通信路要求表示パラメー
タの値を設定するのに使用される。

　許容されているコネクションタイプとしては次のものがある。
　－音　声
　－3.1kHz オーディオ
　－64kbit/s非制限ディジタル情報
　【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽－384kbit/s非制限ディジタル情報　　　マルチレート
　－1536kbit/s非制限ディジタル情報　　 コネクションタイプ△

　許容されている網の信号機能としては次のものがある。
　－ＩＳＵＰ１リンク希望し、必須である
　－ＩＳＵＰ１リンク希望するが必須ではない
　－ＩＳＵＰ１リンクを希望しない（任意の信号方式）

　発交換機が呼のルーチングに用いる情報（たとえば通信路要求表示、順方
向呼表示等）は、中継交換機が適切なルートを選択できるようにアドレスメ
ッセージに含まれる。アドレスメッセージは、その指示した回線が前位交換
機により捕捉されたことを意味している。

b)　アドレス情報送信シーケンス
▽国際呼に関するアドレス情報は国番号と国内番号の順に送信される。△
国内接続に関しては、アドレス情報は運営体によって要求された加入者番号
または国内番号になる。
国内では、パルス終了信号（ＳＴ）は、使用しない。

c)　アドレスメッセージ
　アドレスメッセージは着交換機へのルーチング及び着ユーザへの接続のた
めに必要な全情報を含んでいる。
　アドレスメッセージが、ＭＴＰ転送の上限である272オクテットを超える場
合は、分割メッセージ（ＳＧＭ）を使用し、分割される。（節2.1.12参照）
　アドレスメッセージはすべて、プロトコル制御表示（順方向呼表示パラメ
ータ）と通信路要求表示パラメータを含む。
　発交換機は、プロトコル制御表示とＩＳＵＰ１リンク希望表示内の各パラ
メータを設定し、以下を表示する。
(ⅱ)　No.７信号方式の利用可否
(ⅲ)　ＩＳＤＮユーザ部の利用可否
(ⅳ)　必要な網信号機能（例：ＩＳＵＰ１リンクを希望し必須）

　ＩＳＵＰ１リンク希望表示は、要求されたベアラサービス、
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽テレサービス、△
および付加サービスに従って設定される。実際の設定は、サービスに対する
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要求条件に応じ、個々のケースで異なることもある。原則として、ＩＳＵＰ
がサービス上絶対必要である場合は、表示を「ＩＳＵＰ１リンクを希望し必
須である」に設定し、サービスがオプションであるがＩＳＵＰが望ましい場
合は「ＩＳＵＰ１リンクを希望するが必須ではない」に設定し、それ以外の
場合は「ＩＳＵＰ１リンクを希望しない」に設定する。アドレスメッセージ
内の１つ以上のパラメータによって要求される内最も厳しい条件に基づいて
表示を、「ＩＳＵＰ１リンクを希望し必須」、「ＩＳＵＰ１リンクを希望する
が必須ではない」、「ＩＳＵＰ１リンクを希望しない」のどれかに設定する。
　接続特性表示は、選択された出回線の特性に基づき適切に設定される。
　通信路要求表示は、3.1kHz オーディオのような要求されたコネクションタ
イプを含む。
　また、発交換機はアドレスメッセージに次に示す情報も含めうる。

▼(ⅰ)  着交換機がエンド・エンド信号接続を行えるよう、呼番号（交換機の
局コードを含む）。
（ITU-T勧告Ｑ．７３０［16］参照）▲

【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
(ⅱ)　発番号。（要求される前に着側に転送する場合）
(ⅲ)　付加サービス及び網ユーティリティに関連したその他の情報
　　　　アドレスメッセージにはアクセス転送パラメータを含むことがで

きる。

d)　パスの接続
▼出回線がパス接続できない場合を除き、非制限呼の場合は、逆方向パス接
続後直ちにアドレスメッセージを送出する。そして、応答信号の受信により
順方向のパス接続を行う。音声又は3.1kHzオーディオ呼については、両方向
のパス接続後直ちにアドレスメッセージを送信する。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】

e)　網プロテクション・タイマ
　発側交換機▼又は制御交換機▲はアドレスメッセージを送出した後、アド
レス完了メッセージ（ＡＣＭ）待ちタイマ（Ｔ７）を起動する。タイマ（Ｔ
７）タイムアウト時は、呼を切断し、発加入者に表示情報を返送する。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】

2.1.1.2　中継交換機の動作
a)　回線選択
　中継交換機はアドレスメッセージを受信すると、呼のルート選択を行うた
め、着番号と他のルーチング情報（節2.1.1.1ａ項）を分析する。中継交換機
が通信路要求表示に示されているコネクションタイプを用いて呼をルーチン
グできる場合には空きの中継交換回線を捕捉し、後位交換機へアドレスメッ
セージを送信する。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽網内で中継交換機が、通信路要求表示パラメータで指定された種類のコネ
クションタイプのみを用いた呼のルーチングを行えない場合は、その交換機
は可能であれば伝達能力情報を含むユーザサービス情報及び／または、高位
レイヤ整合性情報を含むユーザ・テレサービス情報を調べ、適切なルートが
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選択できるか否かを判断してもよい。この場合、新規コネクションタイプが
適用されるのであれば、通信路要求表示パラメータは新規コネクションタイ
プに修正される。△

b)　アドレスメッセージのパラメータ
　前位交換機から受信した信号情報を、出ルートで使用される機能に基づい
て中継交換機が修正を行うことがある。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽変更されうる信号情報は、接続特性表示である。アクセス転送パラメータ
やユーザサービス情報など、その他の信号情報はトランスペアレントに転送
される。入接続交換機から受信したアクセス転送パラメータによって運ばれ
る情報要素の順序は保持されるべきである。
　接続特性表示パラメータの衛星表示の値は、選択された出回線が衛星回線
であれば、増やされなければならない。そうでない場合は、表示を変更せず
にそのまま転送する。△

c)　パスの接続
▼出回線がパス接続できない場合を除いて、中継交換機で両方向のパス接続
がなされた後、アドレスメッセージが送信される。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】

2.1.1.6　着交換機の動作
a)　着ユーザの選択
　アドレスメッセージを受信すると、着交換機はその呼をどのユーザへ接続
するべきかを決定するため、着番号を分析する。交換機は、着加入者線の状
態を検査し、またその接続が許容されるか否かを検証するために各種の検査
を行う。
　これらの検査項目には、整合性の一致検査（たとえば付加サービスに関係
した検査）を含んでいる。

　接続が許可された場合、着交換機はユーザ網インタフェースプロトコルに従っ
て着ユーザを起動する。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽もし接続を構成する回線の内の１つ以上が、導通試験をする場合は、ユーザの
起動は導通試験良好表示を受信するまで待たされる。△
b)　アドレスメッセージの分割
　もしアドレスメッセージが、分割メッセージを使うことにより分割されて
いたら、呼設定情報の残りは待たされる。節2.1.12参照。

2.1.3　発番号
b)　国内網
▼発番号は、アドレスメッセージに含まれうる（節2.1.1.1ｃ項）。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】

2.1.4　アドレス完了メッセージ▽、接続メッセージ
　アドレス完了メッセージ、または接続メッセージが、ＭＴＰの上限２７２オク
テットを超える場合は、分割メッセージにより分割される（節2.1.12参照) 。△
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【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】

2.1.4.1　着交換機の動作
i)　着交換機が全部の着番号を受信したと判断すると、▼直ちに着交換機から
アドレス完了メッセージが返送される。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽導通試験が必要な場合は、導通試験正常性終了表示を受けるまで、着交換
機はアドレス完了メッセージの送出を待ち合わせる。（勧告Ｑ．７２４［１５］
７章参照）△

アドレス完了メッセージは以下の条件において着交換機から返送される。
1)　着側の加入者線インタフェースが非ＩＳＤＮの場合には着交換機は次に
示す動作を行う。
a)　着交換機は全部の着番号を受信しユーザが空きであることを知ると直
ちにアドレス完了メッセージが返送される。アドレス完了メッセージの
表示は以下に示すように設定される。
－着ユーザの状態＝加入者空き
－ＩＳＤＮアクセス表示＝非ＩＳＤＮ

b)　ＰＢＸまたは発ＩＤ通知端末等の場合には、全部の着番号を受信した
ことが分かると、直ちにアドレス完了メッセージが返送される。アドレ
ス完了メッセージの表示は以下に示すように設定される。
－着ユーザの状態＝表示なし
－ＩＳＤＮアクセス表示＝非ＩＳＤＮ

2)　着側の加入者線インタフェースがＩＳＤＮの場合には、以下の条件が適
用される。
a)　完全なアドレスを受信したという表示または、着交換機が完全な着番
号を受信したと判断する前に、着ＩＳＤＮ加入者線インタフェース側よ
り状態表示が受信されない場合には、アドレス完了メッセージに含まれ
る表示は次のように設定される。
－着ユーザの状態＝表示なし
－ＩＳＤＮアクセス表示＝ＩＳＤＮ

（注）この場合、着ユーザ呼出中の表示は呼経過メッセージに
より転送される（節2.1.5参照）。

b)　着交換機が、ＩＳＤＮ加入者線からの表示により着番号受信の完了を
判断した場合、アドレス完了メッセージに含まれる表示は、以下のよう
に設定される。
－着ユーザの状態＝加入者空き
－ＩＳＤＮアクセス表示＝ＩＳＤＮ

〔参考〕国内ではこのように設定することはないが、外国との接続におい
て、本表示が設定されてくることがある。（国際出接続時のみ）
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【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽ⅱ)　ＩＳＤＮ加入者線インタフェースから、

－呼出中表示を受信しておらず、かつ
－着交換機がまだアドレス完了メッセージを返送していない
という条件のもとで、着ユーザが応答した（接続）ことを示す信号を加入者
線インタフェースより受信すると、着交換機から、接続メッセージを返送す
る。この接続メッセージには下記の表示が含まれる。
－着ユーザの状態＝加入者空き
－ＩＳＤＮアクセス表示＝ＩＳＤＮ
着交換機では、接続メッセージを送出する前に、パスを接続する。△

2.1.4.2　中継交換機の動作
　アドレス完了メッセージを受信すると中継交換機は前位交換機に対して対応す
るアドレス完了メッセージを送信する。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽中継交換機でアドレス完了メッセージの代わりに接続メッセージを受信すると、
前位交換機に接続メッセージを送出する。△

2.1.4.6　発交換機の動作
a)　着ユーザ状態表示が「加入者空き」に設定されているアドレス完了メッセ
ージを受信すると、可能であれば呼出中表示を発ユーザに送出する。
　ＩＳＤＮアクセス表示が非ＩＳＤＮに設定されているアドレス完了メッセ
ージを受信すると発ユーザにこれを通知する。

b)　アドレス完了メッセージを受信すると、アドレス完了待ちタイマ（Ｔ７）
を停止する。

【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽c)　接続メッセージが受信された場合には、アドレス完了待ちタイマ（Ｔ７）

は停止される（節2.1.7.6参照）。△

2.1.4.7　着交換機におけるパス接続及び応答待表示の送出
　着交換機での応答待表示（例：呼出音）の送出は、呼の種類により異なる。音
声と3.1kHz オーディオ又はアナログ被呼加入者への呼では、着ユーザからの呼出
中表示情報の受信時、あるいは着交換機内の情報から着側がインチャネルトーン
を送出しないか送出を禁止されていることがわかる場合、直ちに着交換機から発
側へのパスに応答待表示（呼出音）が送出される。
　トーンを送出するか否かにかかわらず、着交換機は着側からの接続表示受信時、
前位交換機への応答
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽／接続△
メッセージの送信前に、パス接続を行う。
　着ユーザがトーンの送出を行うので、着交換機が応答待表示を送出しない場合
は、着交換機は経過表示メッセージの受信時直ちに逆方向パスを接続する。
　応答時の完全なパス接続に関しては、節2.1.7に示す。
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2.1.4.8　相互接続がある場合のアドレス完了メッセージの返送
　アドレス完了メッセージは、もし交換機内正常性検査を適用するならば、検査
が行われるまで送信されない（勧告Ｑ．５４３［１２］参照) 。後位の網がアド
レス完了メッセージを返送できないときには、最後の№７信号方式交換機は、ア
ドレスメッセージの終了を以下の事項から判断すると、アドレス完了メッセージ
を生成し、送信する。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽b)　国内の番号計画で使用されている最大の桁数を受信することによって△
　c)　国内番号の分析により着ユーザへのルートを決定するために十分な桁数を

受信したことによって
▽d)後位網より、選択信号の終わりを受信することによって（例えば№５信号方

式では番号受信信号）△

【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽正常処理において、後位網からのアドレス完了メッセージの受信遅延が予想さ
れる場合には、最後の№７信号方式交換機は、最後にアドレスメッセージを受信
した時から15秒～20秒（タイマ（Ｔ１１））経てからアドレス完了メッセージを送
信する。このタイムアウトの条件は節2.9.8.3の規定を考慮した上限値である。Ｔ
11が満了した時ＡＣＭが前位交換機へ送信される。Ｔ１１を起動する交換機はＴ
７を起動しない。さらに、応答待ちタイマ（Ｑ．１１８［10］節4.3.1）はＡＣＭ
送信時に開始するべきである。
△

2.1.4.9　アクセス配送表示　【規定しない】

2.1.5　呼経過メッセージ（基本呼）
　呼設定中に発側加入者に伝えるべき何らかの事象が発生した時は、アドレス完
了メッセージの送信後のみ（注）、呼経過メッセージをバックワードに返送するこ
とで通知する。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽もし、呼経過メッセージがメッセージ転送部の転送における２７２オクテット
の制限を越えるならば、分割メッセージの使用により、これを分割する。節2.1.12
を参照のこと。△
注）付加サービス等においては、アドレス完了メッセージの送信以前に呼経過メ
ッセージがバックワードに転送されることがある。この場合の発交換機での動
作は節2.1.5.3に記述される。

2.1.5.1　着交換機で必要な動作
　アドレス完了メッセージが送信済であり、引続き下記状況が発生すると、着交
換機から呼経過メッセージが送出される。この場合、
　－着側で呼出が行われたという表示が受信された時。
　　この時は、呼経過メッセージのイベント表示には、「呼出中」が設定される。
　－経過表示が着ユーザから受信された時。
　　この時は、呼経過メッセージのイベント表示には、「経過表示」が設定される。

　着ユーザから受信した表示に「経過識別子」が含まれている場合は、これを呼
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経過メッセージ内のアクセス転送パラメータ（公衆網内をそのまま転送される）
によって転送する。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽着ユーザからの適切な経過表示を含んだ表示を受信した場合、着交換機は音声
パス接続を行ってもよい。節2.1.4.7を参照のこと。△
　呼接続に失敗し、アドレス完了メッセージの返送前にトーンやアナウンスを返
送する必要のある場合については、節2.2.4を参照のこと。

2.1.5.2　中継交換機で必要な動作　【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】
2.1.5.3　発交換機で必要な動作　【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】
▼2.1.5.4　インバンド情報送信局での動作
　アドレス完了メッセージ返送以前に発側にトーンを送信する局は、インバンド
情報利用可能を示す呼経過メッセージを逆方向に送信する。インバンド情報送信
後、後位にアドレスメッセージ送信時にはアドレス完了メッセージ制御局となる。
▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】

2.1.7　応答メッセージ　【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】

2.1.7.1　着交換機で必要な動作　【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】

2.1.7.2　中継交換機で必要な動作　【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】

2.1.7.6　発交換機で必要な動作
　発交換機は接続完了を示す応答メッセージを受信すると、まだ接続されていな
ければ、順方向のパス接続を行う。
　発交換機が課金の制御交換機の場合、可能であれば、課金を開始してもよい。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽本規定は代表的なパス接続を示したものであり、網ごとに独自にパス接続を規
定できる。△

2.1.7.7　自動ユーザからの応答の返送
　自動応答機能を有するユーザに呼設定がなされた場合、呼出表示が省略される
ことがある。着交換機が応答表示を受信すると、▼応答メッセージを送信する。
▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】

2.1.8　導通試験【規定しない】

2.1.9　課　金【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】

2.1.11　中継網選択（国内使用)【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】

2.1.12　簡易分割
　簡易分割手順は最大長を超えたメッセージの分割されたセグメントの転送のた
め、分割メッセージを使用する。オプション順方向呼表示
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【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽またはオプション逆方向呼表示△を含むメッセージはこの方法により分割可能
である。この手順は、その内容の長さが272オクテットを超え、544オクテット以
下の任意のメッセージの転送のためのメカニズムを提供する。
　本手順は以下のとおり。
a)　送信側交換機は、送信するメッセージがメッセージ転送部の制限272オクテ
ットを超えることを検出すると、最初のセグメントに含まれるメッセージに
続き直ちに送信される分割メッセージ中に、あるパラメータを送信すること
でメッセージ長を削減する。

b)　分割メッセージを使用して２番目のセグメント中で送信されてもよいパラ
メータは、ユーザ・ユーザ情報、
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽汎用ディジット、汎用通知、△
汎用番号及びアクセス転送パラメータである。もし、ユーザ・ユーザ情報、
【ＪＴ-Ｑ７６４では▽△を規定している】
汎用ディジット、△
汎用番号及びアクセス転送パラメータが最初のメッセージで運ぶことができ
ず、２つともが分割メッセージにも設定不可能ならば、ユーザ・ユーザ情報
は廃棄される。

c)　送信側交換機はオプション順方向呼▽設定△表示▽またはオプション逆方
向呼設定表示△に簡易分割表示を設定し、付加情報が利用可能であることを
指示する。

d)　加入者交換機▼または中継交換機▲で付加情報が利用可能であることを指
示するための簡易分割表示を設定したメッセージを受信すると、交換機は分
割メッセージを待つためにタイマＴ３４を起動する。

　【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】
e)　分割メッセージを受信すると、タイマＴ３４を停止し、呼処理を継続する。
f)　２番目のセグメントを含む分割メッセージの前に以下にリストされた以外
のメッセージを受信した場合、交換機は２番目のセグメントが紛失したかの
ように反応すべきである。即ち、タイマＴ３４を停止し、呼処理を継続する。
　メッセージは次のとおり。
▼－　閉塞
　－　閉塞確認
　－　閉塞解除
　－　閉塞解除確認
　－　回線群状態要求
　－　回線群状態要求応答 ▲

　【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】
g)　タイマＴ３４のタイムアウト後、呼の処理は進み、受信した２番目のセグ
メントを含む分割メッセージは廃棄される。

▼i)　期待されない分割メッセージを受信した場合には、
分割メッセージを廃棄する。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】

2.2　不完了呼設定
　呼設定の任意の時点で、接続が完了できないならば、交換機は（適用可能なら
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ば）、次の動作を行う。
a)　発ユーザに（インチャネルまたはアウトチャネルで）表示を返送する（節
2.2.4参照）、

　【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽b)　呼設定のため、再ルーチングを試行する、△
　または、
　c)　前位及び／または後位交換機に対し復旧手順を起動する（節2.2.1参照）。

2.2.1　切断メッセージを生成し、送信する交換機の動作【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠
する】

2.2.2　中継交換機の動作【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】

2.2.3　制御交換機の動作
　切断メッセージを前位または後位交換機から受信すると、接続パスの解放を開
始する。更に可能であれば、以下のいずれかの処理を行う。
　a)　発ユーザに接続不可の表示（インチャネルまたはアウトチャネルの）を返

送する（節2.2.4参照）。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽b)　ルートを替え、呼設定を再度試みる。△
　c)　切断メッセージを前位または後位交換機に送信することで復旧手順を開始

する（節2.2.1参照）。
　上記a)の場合、インチャネル情報が理由表示パラメータとともに供給される旨
の表示を、呼経過メッセージまたはアドレス完了メッセージにて送信する。理由
表示値は、制御交換機により適用されるインチャネルトーンまたはアナウンスと
同様な方法で呼設定の失敗の理由を反映すべきである（節2.2.4参照）。
　制御交換機で回線再選択の準備ができると、復旧完了メッセージを前位または
後位交換機に送信する。

2.2.4　トーン及びアナウンス
　トーン及びアナウンスが適用できるかどうかは、通信路の要求表示に基づき決
定される。トーン及びアナウンスは次の通信路の要求の時、適用可能である。
　－音声
　－3.1kHz オーディオ

　呼設定に失敗し、制御交換機の後位にある交換機から発ユーザにインバンドト
ーンまたはアナウンスを返送する必要がない場合、この交換機は切断メッセージ
を制御交換機に送信する。理由表示値は制御交換機により適用されるインバンド
トーンまたはアナウンスの場合と同様な方法で呼設定の失敗の理由を反映すべき
である。
　呼設定に失敗し、交換機または着ユーザから発ユーザにインチャネルトーンま
たはアナウンスを返送しなければならない場合、その交換機または着ユーザはイ
ンチャネルトーンまたはアナウンスを送信パスに接続する。インチャネルトーン
またはアナウンスを提供する交換機においてタイムアウトが発生した場合、交換
機は前位交換機に理由表示番号♯31（その他の正常）の切断メッセージを送信す
る。



技別 4－61

　前位交換機にアドレス完了メッセージを返送済の時は、インチャネルトーン情
報が理由表示パラメータとともに与えられている旨を示す呼経過メッセージを前
位交換機に返送する（節2.1.5参照）。理由表示値はインチャネルトーンまたはア
ナウンスに適用されたと同様な方法で呼失敗の理由を反映すべきである。
　前位交換機にアドレス完了メッセージが返送されていない時は、理由表示パラ
メータとオプション逆方向呼表示パラメータ内に設定された「インチャネル情報」
表示を持つアドレス完了メッセージを発交換機に返送する。
理由表示値はインチャネルトーンまたはアナウンスに適用されたと同様な方法で
呼設定の失敗の理由を反映すべきである。
　特別なトーンまたはアナウンスが、ある交換機にのみ認識されるかまたは理由
表示値が規定されていないイベントのために適用されなければならない場合、理
由表示パラメータはアドレス完了メッセージにも呼経過メッセージにも含まれな
い。応答メッセージはこの場合、返送されてはならない。
　前位交換機にとって、理由表示パラメータがアドレス完了メッセージまたは呼
経過メッセージに含まれることは呼設定の不完了を意味する。相互接続が起き、
インチャネルトーンまたはアナウンスが相互接続点以遠の交換機から返送される
場合、理由表示パラメータは設定が不完了に終わる呼には含まれない。
▼ビジートーンまたは空番号トーキは理由表示を設定した切断メッセージの返送
で発側交換機から返送される。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】

2.3　正常の呼解放【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】
2.3.1　発ユーザにより起動された切断【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】

2.3.2　着ユーザ起動の切断【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】

2.3.3　網起動の切断【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】

2.3.4　アドレスメッセージ内情報の保存と廃棄
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽呼接続に係わる各交換機は呼設定の間、送信した（発交換機の場合）、または受
信した（中継または着交換機の場合）アドレスメッセージ情報を保存する。保存
する情報はアドレスメッセージ中の全てのパラメータを含み、そして、もし、ア
ドレスメッセージが分割されているならば、以降の分割メッセージ中の全てのパ
ラメータを含む。呼設定の間にパラメータ値が変わるならば、アドレスメッセー
ジ情報の内容は更新される。△
　アドレスメッセージ情報は、以下の場合にメモリから廃棄される。
a)　発交換機において、アドレス完了メッセージ
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽または接続メッセージ△
が受信され、発ユーザが新たな呼設定を必要とする付加サービスを要求して
いない時。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽発ユーザが付加サービスに契約している時の情報の廃棄については、ＪＴ
－Ｑ７３Ｘ〔17〕で規定する。△

b)　中継交換機でアドレス完了メッセージ
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【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽または接続メッセージ△
が受信された時。

c)　着交換機でアドレス完了メッセージ
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽または接続メッセージ△
が送出され、着ユーザが新規の呼設定を必要とする付加サービスに加入して
いない時。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽着ユーザが付加サービスに契約している時の情報の廃棄についてはＪＴ－
Ｑ７３Ｘ〔17〕で規定する。△

　また、呼が既に切断され、かつ自動再試行が行われない場合も、情報は廃棄さ
れる。
2.3.5　先行切断情報転送　　【規定しない】
2.4　中断／再開
2.4.1　中　断
　中断メッセージは呼を解放しないで通信の一時的中断を指示する。このメッセ
ージは通話中／データ転送中にのみ受け付けられる。
　中断メッセージは、相互接続ノードからの終話表示またはアナログ着ユーザか
らのオンフック状態に応じて網が生成する。

a)　着交換機または相互接続交換機の動作
　相互接続交換機が終話信号を受信したり、または着交換機がオンフック状
態を受信すると、これらの交換機は前位交換機に中断（網起動）メッセージ
を▼送出する。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】

b)　中継交換機の動作
　中断メッセージを受信すると中継交換機は前位交換機に中断メッセージを
送出する。

c)　制御交換機（その他制御交換機）の動作
　オンフック状態、終話表示または中断メッセージを受信すると、制御交換
機ではオフフック状態、再応答表示、再開（網起動）メッセージまたは切断
メッセージの受信を確認するため、タイマ（Ｔ６）を起動▼する。
　タイマＴ６の値は、２～４秒とする▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】
　タイマ（Ｔ６）のタイムアウト時は節2.4.3の手順が適用される。

2.4.2　再　開【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】

2.4.3　タイマＴ６のタイムアウト
　再接続要求または再開（網起動）メッセージがタイマ（Ｔ６）以内に受信され
ない場合、タイマを開始した交換機は両側に切断手順を開始する。切断メッセー
ジには理由表示値♯16を使用する。

2.7　エコー制御手順【規定しない】
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2.8　網機能
2.8.1　自動再試行【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】

【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
2.8.2　回線▽および回線群△の閉塞と閉塞解除
　回線の閉塞（閉塞解除）メッセージ▽および回線群閉塞（回線群閉塞解除）メ
ッセージ△は、通話路装置または保守システムが、回線の障害時にまたは試験実
施時に、相手局にて回線にトラヒックを加えないようにする（トラヒックを戻す）
ために設けられている。
　ＩＳＤＮユーザ部で制御される回線は両方向運用の機能を有するため、閉塞メ
ッセージ▽または回線群閉塞メッセージ△は、両方の交換機から送出することが
できる。１つの閉塞メッセージ▽または回線群閉塞メッセージ△を受信すると、
閉塞解除メッセージ▽または適当な回線群閉塞解除メッセージ△をそれぞれ受信
するまで、当該回線に対して試験呼以外の呼を疎通しない。しかし入試験呼につ
いては拒否せずに処理する。▼ただし、伝送路故障時の閉塞状態においては、試
験呼も拒否される。▲また、閉塞メッセージ▽もしくは回線群閉塞メッセージ△
を送出した交換機からの出接試験呼も処理する。非試験アドレスメッセージは異
常状態とする〔節2.8.2.3xivを参照〕。閉塞、閉塞解除▽、また回線群閉塞、回線
群閉塞解除△の各メッセージに対しては、それぞれ閉塞確認、閉塞解除確認▽、
また適当な回線群閉塞確認、回線群閉塞解除確認△メッセージを用いて常に確認
手順が取られる。これらの確認メッセージは、閉塞または閉塞解除の適切な動作
がとられるまでは送出されない。切断メッセージを受信しても閉塞メッセージを
解除し、障害の可能性のある回線を運用に供するようにすべきではない。閉塞回
線▽または回線群△は、一方の交換機では閉塞解除確認メッセージ▽または適当
な回線群閉塞解除メッセージ△を送出した時点で、他方の交換機では閉塞解除確
認メッセージ▽または適当な回線群閉塞解除メッセージ△を受信した時点で運用
に戻される。
▽マルチレート呼における回線の使用は、閉塞／閉塞解除手順に影響しない。閉
塞／閉塞解除手順は、呼毎ではなく、回線単位に適用される。△
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
2.8.2.1　閉塞メッセージ受信時のその他の動作【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】

2.8.2.2　回線群閉塞及び閉塞解除メッセージ【規定しない】

【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
2.8.2.3　閉塞▽及び回線群閉塞△の異常手順
　回線群閉塞／閉塞解除手順にて発生する異常状態に対処するため、次の手順を
設ける。
　ⅰ) 【規定しない】

　ⅱ) 【規定しない】

　ⅲ) 【規定しない】

　ⅳ） 【規定しない】
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　ⅴ） 【規定しない】

　ⅵ） 【規定しない】

　ⅶ） 【規定しない】

　ⅷ） 【規定しない】

　ⅸ） 【規定しない】

　ⅹ） 閉塞された回線に対して閉塞メッセージを受信した場合は、閉塞確認メ
ッセージを送信する。

　xⅰ） 閉塞解除された回線に対して閉塞解除メッセージを受信した場合は、閉
塞解除確認メッセージを送信する。

　xⅱ) 閉塞メッセージに対する確認メッセージとして期待していない閉塞確認
メッセージを受信した場合、
－自局閉塞されている回線に関する閉塞確認メッセージは、廃棄される。
－自局閉塞されていない回線に対するメッセージの場合は、▼閉塞解除
メッセージが送信される。▲

【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】

　xⅲ） 閉塞解除メッセージに対する確認メッセージとして期待されていない閉
塞解除確認メッセージを受信した場合、
－自局閉塞されていない回線に対して受信した閉塞解除確認メッセージ
は、廃棄される。

－自局閉塞されている回線に対するメッセージの場合は、▼閉塞メッセ
ージが送信される。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】

　xⅳ） 他局閉塞状態の回線で非試験アドレスメッセージを受信した場合は、回
線の他局閉塞状態を解除し、その回線が自局閉塞もされていない場合は、
アドレスメッセージは通常通り処理される。自局閉塞されている場合は、
アドレスメッセージは廃棄される。これは、保守閉塞、ハードウェア閉
塞、またはその両方のいずれに対しても適用される。しかしながらこれ
は回線を閉塞解除する方法としては好ましいものではない。

【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽xⅴ） 交換機がＩＳＤＮユーザ部の制御対象ではない回線を示す回線群閉塞

（閉塞解除）メッセージを受信しても、それらの回線は無視される（た
だし、そのメッセージのラベルに示されている回線はこの限りではない）。
△

2.8.3　回線群状態要求
2.8.3.1　概　要【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】
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2.8.3.2　回線状態の解釈
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
　回線状態要求手順のために状態が定義されており、これらは下記▼３つの▲主
要な範疇に分類される。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】
　　１．未実装及び過渡状態
　　２．呼処理状態
　　３．保守閉塞状態
　▽４．ハードウェア閉塞状態△
　未実装及び過渡状態の２状態は他の状態とオーバーラップすることはない。

　呼処理状態には、下記が含まれる。
　　１．空
　　２．入回線として使用中
　　３．出回線として使用中

　保守閉塞状態には、下記が含まれる。
　　１．非閉塞
　　２．相手局閉塞
　　３．自局閉塞
　　４．両局閉塞

▽ハードウェア閉塞状態には、下記が含まれる。
　　１．非閉塞
　　２．相手局閉塞
　　３．自局閉塞
　　４．両局閉塞△

　ＩＳＤＮユーザ部にとって使用できない回線は、「未実装」である。この回線で
は呼処理または保守作業を実施することはできない。これは独立な状態であって
他の状態とオーバーラップすることはない。
　「過渡状態」は、呼処理または保守動作における過渡的状態を示している。
呼処理では、以下の場合、過渡状態となる。
a)　アドレスメッセージを送出した後で、最初の逆方向メッセージを待ってい
る時▽（中断呼を、回線群状態要求の観点から過渡状態とすべきか否かは、
更に考察の必要がある。）△

b)　切断メッセージを送出した後で、復旧完了メッセージを待っている時、

　過渡的保守状態は、交換機が▽（群）△閉塞／閉塞解除メッセージを送出した
後で、相手交換機から適切な▽（群）△閉塞／閉塞解除確認メッセージを待って
いる時をいう。
　また回線（群）リセットメッセージが確認される迄の間は、その回線状態は過
渡状態にある。
　「空」状態は、実装されており、話中ではない回線の呼処理状態をいう。「入回
線として使用中」または「出回線として使用中」は、安定した呼処理状態である。
　▽ハードウェア又は△保守の「相手局閉塞」状態とは、相手交換機が閉塞を起
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動した旨、交換機がマークした状態をいう。保守閉塞状態は「空」、「入回線とし
て使用中」または「出回線として使用中」の各状態と共存することができる。▽
ハードウェア閉塞状態は、ハードウェア閉塞が要求された段階で直ちに呼を切断
する為、「空」呼処理状態とのみ共存することができる。△
　▽ハードウェアまたは△保守の「自局閉塞」状態は、自局交換機が相手交換機
に対して閉塞を起動し、適切な確認を受信した旨マークした状態をいう。保守閉
塞状態は「空」、「入回線として使用中」または「出回線として使用中」の各状態
と共存することができる。▽ハードウェア閉塞状態は、ハードウェア閉塞が要求
された段階で直ちに呼を切断する為、「空」呼処理状態とのみ共存することができ
る。△

　回線群状態要求手順を開始するには、送出側交換機は、状態要求対象回線をル
ーチングラベルおよび範囲フィールドに表示した回線群状態要求メッセージを送
出する。

【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽もしこの回線群状態要求に対する応答を、タイマＴ２８のタイムアウト前に受
信することができなければ、保守システムにその旨通知しなければならない。△
　受信交換機は、回線群状態要求メッセージを処理し、対象の回線状態を回線状
態表示に設定した回線群状態応答メッセージを返送する。

2.8.3.2Ａ　回線状態の解釈【規定しない】

2.8.3.3Ａ　検査手順【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】
2.8.3.3Ａ.1　呼処理状態に誤りがある場合の措置
▼１．自局が出側回線使用中または入側回線使用中で、相手局が未実装の場合
　　　・回線を空きにする。
　　　・当社ＬＳと接続時は復旧完了メッセージを送出する。
　２．自局が回線未実装で相手局が出側回線使用中または入側回線使用中の場合
　　　・回線状態が一致したものとみなす。
　３．自局が回線空きで、相手局が出側回線使用中または入側回線使用中の場合
　　　・相手局側で回線を空きにするため切断メッセージを送出する。
　４．自局が回線使用中で、相手局が回線空きの場合
　　　・切断メッセージを送出する。
　　　・復旧完了メッセージ受信後自局の回線を空きにする。
　５．両局とも入側回線使用中または出側回線使用中の場合
　　　・回線を切断するため、切断メッセージを送出する。
　　　・復旧完了メッセージ受信後回線を空きにする。
　６．自局が空きで、相手局が未実装または自局が未実装で、相手局が空きの場合
　　　・回線状態が一致したものとみなす。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】

2.8.3.3Ａ.2　保守状態において誤りがあった場合の措置
▼１．自局では相手局閉塞で、相手局が非閉塞の場合
　　　・自局側の閉塞状態を解除する。
　　　・保守システムに通報する。
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　２．自局が相手局閉塞で、相手局が両局閉塞の場合
　　　・相手局側で自局閉塞とするようにするため保守用の閉塞解除メッセージ

を送出する。
　　　・当社ＬＳとの接続において自局が伝送路故障中の相手局閉塞の場合は自

局側を両局閉塞とする。
　３．自局が自局閉塞で、相手局が非閉塞の場合
　　　・相手局側で相手局閉塞とするようにするため保守用の閉塞メッセージを

送出する。
　４．自局が自局閉塞で、相手局が両局閉塞の場合
　　　・自局側を両局閉塞とする。
　　　・保守システムに通報する。
　５．相手局が相手局閉塞で、自局が非閉塞の場合
　　　・相手局側で非閉塞とするようにするため保守用の閉塞解除メッセージを

送出する。
　６．相手局が相手局閉塞で、自局が相手局閉塞の場合
　　　・相手局側で非閉塞とするようにするため保守用の閉塞解除メッセージを

送出し、自局側を非閉塞とする。
　　　・当社ＬＳとの接続において自局が伝送路故障中の相手局閉塞の場合は自

局側を両局閉塞とする。
　　　・保守システムに通報する。
　７．相手局が相手局閉塞で、自局が両局閉塞の場合
　　　・自局側を自局閉塞とする。
　　　・保守システムに通報する。
　８．相手局が自局閉塞で、自局が非閉塞の場合
　　　・自局側を相手局閉塞とする。
　　　・保守システムに通報する。
　９．相手局が自局閉塞で、自局が両局閉塞の場合
　　　・相手局側で両局閉塞とするようにするため保守用の閉塞メッセージを送

出する。
　10．相手局が自局閉塞で、自局が自局閉塞の場合
　　　・相手局側で両局閉塞とするようにするため保守用の閉塞メッセージを送

出し、自局側を両局閉塞とする。
　　　・保守システムに通報する。
　11．自局が非閉塞で、相手局が両局閉塞の場合
　　　・相手局側で自局閉塞とするようにするため保守用の閉塞解除メッセージ

を送出し、自局側を相手局閉塞とする。
　　　・保守システムに通報する。
　12．自局が両局閉塞で、相手局が非閉塞の場合
　　　・相手局側で相手局閉塞とするようにするため保守用の閉塞メッセージを

送出し、自局側を自局閉塞とする。
　　　・保守システムに通報する。
　13．自局が非閉塞で、相手局が未実装の場合
　　　・自局側を自局閉塞とする。
　　　・保守システムに通報する。
　14．上記以外の場合
　　　・回線状態は一致したものとみなす。
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　　　　▲【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】

2.9　異常状態
2.9.1　二重捕捉【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】

2.9.1.1　制御不可の時間【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】

2.9.1.2　二重捕捉の検出
　二重捕捉は交換機がアドレスメッセージを送出した回線に対して有効な逆方向
メッセージを受信する前にアドレスメッセージを受信することにより検出できる。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽回線群の中には64kbit/sコネクションタイプとマルチレートコネクションタイ
プが混在することがあるため、異なるコネクションタイプの呼による二重捕捉が
起こり得る。この場合、これらのアドレスメッセージは異なる回線番号を持つこ
ともある。△

2.9.1.3　防止動作
　二重捕捉の発生を小さくするためにいくつかの回線選択法が考えられる。次に
２つの方法を示す。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽マルチレートコネクションタイプを提供する両方向運用回線群に対しては（以
下に示される）方法１だけを使用するべきである。マルチレートコネクションタ
イプを提供しない両方向運用回線群に対しては、方法１と方法２のいずれを使用
しても良い。△
それぞれの方法の適用領域および２つの方法がうまく相互接続できるかどうかに
ついては今後検討が必要である。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽回線選択の他の方法もこれら２つの方法のいずれかが他端で適用されたときに
同程度の二重捕捉の防止効果があるならば適用できる。△
　　－方法１

　両方向運用回線群のそれぞれの交換機で回線の選択順位を逆にする。
　　－方法２

　両方向運用回線群を制御している交換機は、制御権を有する回線群に対して優
先権を持つ（節2.9.1.4参照）。この回線群については最も早く解放された回線が
選択される（ファーストイン、ファーストアウト）。また、両方向運用回線群を制
御している交換機は制御権を有していない回線群に対して非優先権を持つ。この
非優先回線群については、優先権を持つすべての回線が使用中なら最も遅く解放
された非優先回線が選択される（ラストイン、ファーストアウト）。
　呼制御の点から両方向回線群はサブグループに分割される。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽№７信号方式が長い伝搬時間を有する信号リンクを使用する場合には防止動作
を取る必要がある。△
▼なお、当社網の各交換機では、方法２を適用する。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
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2.9.1.4　二重捕捉の検出時に取るべき動作
▼各交換機は、両方向運用の回線群の半分について制御権を有することになる。
▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】
二重捕捉を検出すると、回線の制御権を有する交換機によって処理される呼は続
行して処理され、受信したアドレスメッセージは無視される。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽このアドレスメッセージが分割メッセージにより分割されていた場合、その第
２セグメント（分割メッセージ）も無視される。
　次のいかなる後続番号も無視される。△
　これらの条件下では制御交換機によって処理される呼は完了される。制御権を
有しない交換機によって処理される呼は中止され、回線は解放される。切断メッ
セージは送出されない。非制御交換機は同一または代替ルートに対して自動再試
行を行う。
　制御交換機は以下のように決定される。
a)　【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽マルチレートコネクションタイプではない呼の場合は、△
各交換機は両方向運用回線群の半分の回線について制御権を有する。大きい
信号局コードを有する交換機は偶数番号を持つ全回線（回線番号）に対して
制御権を有し、もう一方の交換機は奇数の回線に対して制御権を有する。

【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽b)　異なるコネクションタイプの呼の場合は、

64kbit/s回線の回線数の大きい方の呼を処理している交換機が制御交換機
となる。

c)　同じマルチレートコネクションタイプの呼の場合は、
　その呼で要求されている64kbit/s回線の回線数で回線番号を割り、この演
算の整数部分が結果として取られる（すなわち、端数は捨てられる）。
－　その結果が偶数の場合は大きい信号局コードを有する交換機がそのコネ
クションを制御する。
－　その結果が奇数の場合は小さい信号局コードを有する交換機がそのコネ
クションを制御する。
△

2.9.2　交換機間ディジタル回線の伝送警告処理
　伝送システムの障害を検出すると通話路装置に通知する障害通知機能を有する
完全ディジタル回線が交換機間に設定されている場合には、通話路装置は障害継
続中は該回線の選択を禁止する。

2.9.3　回線および回線群のリセット【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】
2.9.3.1　回線リセットメッセージ
　影響を受けた回線が少ない場合にはそれぞれの回線に対して回線リセットメッ
セージを送出する必要がある。回線リセットメッセージを受信すると影響を受け
ない交換機は次の動作を行う。
a)　受信交換機が呼設定中または通信中の場合に、この回線に対して出側また
は入側交換機として動作している場合には受信メッセージを切断メッセージ
として受け付け、回線を空き状態とした後で復旧完了メッセージを送ること
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により応答する。
b)　回線が空き状態の場合には受信メッセージを切断メッセージとして受け付
け復旧完了メッセージを送出することにより応答する。

c)　以前に閉塞メッセージを送出した場合または前述したように回線をリセッ
トできない場合には閉塞メッセージを返送する。入呼または出呼として処理
中の場合には、呼は解放され回線は空き（閉塞中）状態となる。▼切断メッ
セージまたは復旧完了メッセージに続き、閉塞メッセージが送出される。▲
閉塞メッセージの場合には影響を受けた交換機は確認メッセージを返送する
必要がある。
　確認メッセージが受信されない場合には節2.9.4の再送手順を実行する必
要がある。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】

d)　以前に閉塞メッセージを受信していた場合に、当該回線で出接続中又は呼
設定を行おうとしている呼を解放するとともに、閉塞状態を解除し、回線を
空き状態とし、復旧完了メッセージで応答する。

e)　アドレスメッセージ送出後でかつ逆方向メッセージ受信前に回線リセット
メッセージを受信した場合には回線を解放し、適切な回線があれば他の回線
に対して自動再試行を実行する。

f)  回線リセットメッセージ送出後、回線リセットメッセージを受信した場合、
復旧完了メッセージで応答する。回線は、▼空き状態とする。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】

g)　適切な方法（例・解放）により、その回線に接続されている回線を解放す
る。

【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽h)　回線リセットメッセージがマルチレートコネクションタイプで使用されて

いる回線を示した場合はさらに、この回線リセットメッセージで示されてい
る回線以外で当該呼に使用されている回線をすべて解放するために、それら
の回線に対する回線リセットメッセージ（もしくは、回線群リセットメッセ
ージ）を影響を受けた交換機に送出する。あるいは、もうひとつの方法とし
て、この回線リセットメッセージを受信した交換機が、当該回線のリセット
手順を終える前に、通常の解放手順を用いて、この回線リセットメッセージ
に示されている回線以外に当該呼に使用されている回線の解放を行っても
よい。△

　影響を受けた交換機はその後回線リセットメッセージに対する応答にもとづい
てメモリを再生し、受信したメッセージに対して正常時と同じ動作を行う。すな
わち、閉塞メッセージに対して、閉塞確認メッセージが返される。回線リセット
メッセージに対して▼10秒（Ｔ１６）▲以内に応答としての復旧完了メッセージ
の受信がない場合には回線リセットメッセージを再送する必要がある。回線リセ
ットメッセージの送出後、▼１分（Ｔ１７）▲以内に応答がない場合には保守シ
ステムに通報する必要がある。しかし、回線リセットメッセージの送出は保守の
介入が起こるまで▼１分（Ｔ１７）▲間隔で続行する必要がある。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】

2.9.3.2　回線群リセットメッセージ
　多数の回線または全回線がメモリ破壊により影響を受けた場合、新しい呼に対
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してそれらを使用可能にするため回線群リセットメッセージを使用する必要があ
る。
　回線群リセットメッセージでリセットされる回線の最大数は、▼12▲に制限さ
れる。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】
　回線群リセットメッセージを受信するとメモリ破壊の影響を受けない交換機は
次の動作を行う。
▼なお、回線群リセットメッセージを送信する場合は、回線番号の若番からシー
ケンシャルに制御を行う。（回線群リセット確認メッセージ受信後に次の回線群
リセットメッセージを送信する）▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
a)　回線を空き状態とする。
b)　【規定しない】
c)　【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
　使用可能な回線の状態表示ビット▽又は、ハードウェア障害のために閉塞
されている回線の状態表示ビット△を“０”に設定し、また保守の目的で閉
塞された全回線の状態表示ビットを“１”に設定された回線群リセット確認
メッセージで応答する。

d)　【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
　以前に当該回線群の中の１つ以上の回線に対して閉塞メッセージ▽または
回線群閉塞メッセージ△を受信している場合には、閉塞状態を解除し当該回
線を使用可にする。

e)　回線群リセットメッセージまたは回線リセットメッセージを送出後に回線
群リセットメッセージを受信した場合には、適切な確認メッセージ受信後、
当該回線を使用可にする。

f)　相互に連結されている回線群を解放するために、適切なメッセージが送信
されるべきである。

【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽g)　回線群リセットメッセージがマルチレートコネクションタイプで使用され

ている回線を示した場合はさらに、この回線群リセットメッセージで示され
ている回線以外で当該呼に使用されている回線をすべて解放するために、そ
れらの回線に対する回線リセットメッセージ（もしくは、回線群リセットメ
ッセージ）を影響を受けた交換機に送出する。あるいは、もうひとつの方法
として、この回線群リセットメッセージを受信した交換機が、当該回線のリ
セット手順を終える前に、通常の解放手順を用いて、この回線群リセットメ
ッセージに示されている回線以外に当該呼に使用されている回線の解放を
行ってもよい。△

【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
　影響を受けた交換機は受信した▽回線群閉塞メッセージ、△回線群リセット確
認メッセージにもとづいてメモリ内容を再構成する。▽交換機は受信した回線群
閉塞メッセージに対しては正常時と同様な手順で応答する。△
　回線群リセットメッセージに対する確認信号が▼10秒（Ｔ２２）▲以前に受信
されない場合には、回線群リセットメッセージは再送される必要がある。確認メ
ッセージが回線群リセットメッセージの最初の送出時から▼１分（Ｔ２３）▲以
内に受信されない場合には、保守システムに通報する必要がある。しかし、回線
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群リセットメッセージの送出は保守介入があるまで▼１分（Ｔ２３）▲間隔で続
行する必要がある。
　正しい確認メッセージは、範囲情報とルーチングラベル中に示される回線番号
について、回線群リセットメッセージに一致している必要がある。回線群リセッ
トメッセージと回線群リセット確認メッセージの両方のルーチングラベル中の回
線番号は、ＩＳＤＮユーザ部が制御している回線に属している必要がある。
　▼回線群リセットメッセージと回線群リセット確認メッセージの範囲で示され
る回線番号は、ＩＳＤＮユーザ部が制御している回線に属さない場合がある。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】

2.9.3.3　異常回線群リセットメッセージ手順
ⅰ) 許容回線数以上のリセットを表示した回線群リセットメッセージを受信した

交換機はそのメッセージを破棄する。
ⅱ) 送信した回線群リセットメッセージに対して正しい回線群リセット確認メッ

セージが受信できない場合、その確認メッセージを破棄する。
ⅲ) ＩＳＤＮユーザ部の制御下にない回線のリセットを要求した回線群リセット

メッセージ▼を受信した場合、回線群リセットメッセージを処理し、回線群
リセット確認メッセージを返送する。この場合、回線群リセット確認メッセ
ージには「閉塞状態」を設定する。また、ＩＳＤＮユーザ部の制御下にない
回線番号を範囲に含む回線群リセット確認メッセージを受信した場合、その
メッセージを処理する。▲

【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】

2.9.4　閉塞／閉塞解除手順の誤り
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】

　交換機は閉塞（閉塞解除）メッセージ▽または回線群閉塞（回線群閉塞解除）
メッセージ△に対する応答として適切な確認メッセージを▼４～15秒（Ｔ１２、
Ｔ１４）▲以内に受信できなかった場合には閉塞（閉塞解除）メッセージ▽また
は回線群閉塞（回線群閉塞解除）メッセージ△を再送する（節2.8.2参照）。最初
の閉塞（閉塞解除）メッセージ▽または回線群閉塞（回線群閉塞解除）メッセー
ジ△送出後▼１分（Ｔ１３、Ｔ１５）▲以内に確認が受信されない場合には保守
警報を出す必要がある。閉塞（閉塞解除）メッセージ▽または回線群閉塞（回線
群閉塞解除）メッセージ△は保守介入および当該通信回線が運用から外される（ま
たは、運用に戻される）まで▼１分▲間隔で送出し続けなければならない。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】

2.9.5　不合理信号情報の受信
　信号方式のメッセージ転送部（ＭＴＰ）では、メッセージの順序逆転、二重配
送の発生率は小さい。（勧告Ｑ．７０６［１４］参照）しかし、信号リンクレベル
での見逃し誤りおよび交換機異常により曖昧もしくは不適当な信号情報メッセー
ジが発生することがある。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】

　▽不合理信号情報、又は予期しない信号情報もまた、網内の異なった交換機間
での信号プロトコルの拡充のレベル差の為、交換機で受信されることがある。
　より拡充された版のプロトコルを使用している交換機は、その交換機より低水
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準の交換機に対してその交換機のサポートしているプロトコル定義以外の情報を
送出する場合がある。△
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
　以下に示される手順は、閉塞▽、回線群閉塞△、回線群リセットに対する手順
を含んでいない。これらの手順は各々節2.8.2.3、節2.8.3.3に包含されている。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽以下のものはメッセージフォーマット誤りであるとみなされる。
a)　メッセージ長が、固定長必須部、可変長必須ポインタ及びオプションパラ
メータの開始ポインタの為に要求されたオクテット長に満たない。

b)　可変長必須またはオプションパラメータの開始ポインタが、メッセージ長
を越えている。

c)　可変長必須またはオプションパラメータ長表示が、全メッセージ長の超過
をもたらしている。

　メッセージフォーマット誤りが検出されると、メッセージは廃棄される。

　注：メッセージが認識される時のみ、フォーマット誤りは検出される。

　フォーマット誤りの検出の目的で、メッセージ長は以下のいずれかで解釈され
る。
(ⅰ) 受信メッセージ長、又は、
(ⅱ) 最大メッセージ長（272オクテット）

　解釈(ⅰ)は解釈(ⅱ)で発見できないエラーを検出できるので、解釈(ⅰ)が望ましい。
しかし、受信メッセージ長が、ＭＴＰによってそのユーザに渡されることをＭＴ
Ｐ標準には含まれていない。△

2.9.5.1　予期しないメッセージの処理
　予期しないメッセージとは、この交換機において提供されたセット内にあるメ
ッセージ種別コードを含むが、現在の呼の状態で受信されることが期待されてい
ないメッセージである。
　予期しないメッセージを受信した場合、回線状態のあいまいさをなくすため以
下の動作を実行する。
a)　空き状態の回線に切断メッセージを受信した場合には、復旧完了メッセー
ジで応答する。

b)　空き状態の回線に復旧完了メッセージを受信した場合には、このメッセー
ジは廃棄される。

c)　切断メッセージを送出していない使用中回線に▼復旧完了メッセージが受
信された場合▲には、回線は解放され切断メッセージが送出される。

【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽d)　分割メッセージを受信し、かつ呼により回線捕捉されている場合には、簡

易分割表示に分割が示されていないならば分割メッセージは廃棄される。
e)　切断メッセージを受信していないマルチレートコネクションタイプの呼に
よる使用中回線の一つから復旧完了メッセージを受信した場合には、その呼
は開放され、全回線を空きとし、その呼に使用された複数64kbit/s回線の最
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低位回線番号を示した切断メッセージが送出される。△
f)　他の予期しない信号メッセージが受信された場合には次に示す動作を実行
する。
－回線が空きの場合には回線リセットメッセージを送出する。
－回線が呼により捕捉されており、呼設定に必要な逆方向メッセージ受信後
の場合には
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽ｃ）項に記述されているように特定の場合を除き、△
予期しない信号メッセージを廃棄する。
－回線が呼により捕捉されており、呼設定に必要な逆方向メッセージ受信前
の場合には回線リセットメッセージを送出する。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽（又は、マルチレートコネクションタイプの呼の場合は、回線群リセッ
トメッセージまたは複数のリセット回線メッセージが送出される。）△
　回線が入呼により捕捉されている場合、相互に接続されている回線は解
放される。回線が出側の呼により捕捉されている場合には、他の回線によ
り自動再試行を行う。

▼g)　ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６３で規定されるプロトコル制御表示のコード値の不
一致によって引き起こされる不合理な信号メッセージが逆方向の呼設定メ
ッセージに含まれて受信され、その不一致の状態が影響されるパラメータを
低いネットワーク機能と想定することによって一致させられるならば、当該
呼はサービス要求を満足する限り継続を許容すべきである。▲

▼あるケース(節2.9.1参照)を除いて、受信された他の期待されないメッセージは、
廃棄される。信号情報廃棄により呼が完結できない場合には、呼は最終的にはタ
イマの満了により解放される。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】

2.9.5.2　認識不可信号情報メッセージとパラメータ受信時の一般的要求
▼通常、交換機は、隣接交換機が適用している信号方式もしくはそのバージョン
を認識している。しかし、▲交換機が認識不可情報、即ち識別不可能なメッセー
ジ、パラメータ種別やパラメータ値を受信する場合がある。これは通常、網内の
他交換機で使用される信号方式の拡充に起因されることが典型的である。▼認識
不可とインプリメントしていない機能の区別はしない。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽これらの場合、以下のコンパチビリティ手順が引き続く網動作を保証するため、
起動される。△
　認識不可情報受信時の手順では、以下を用いる。
▽－認識不可情報と同じメッセージで受信されたコンパチビリティ情報
　－コンフュージョンメッセージ△
　－切断メッセージ
　－復旧完了メッセージ
▽－理由表示パラメータ：以下の理由表示番号が用いられる。
　　－（♯97） メッセージ種別未定義または未提供、廃棄
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　　－（♯99） 情報要素／パラメータ未定義または未提供、廃棄
　　－（♯103）未定義、又は未提供のパラメータの通過（注）
　　－（♯110）認識不可能なパラメータを持つメッセージの廃棄

注：この理由表示値はＴＴＣ標準第Ⅲ巻　第２分冊（第７版）のＩＳＤＮユー
ザ部から受信される場合があるが、本標準のＩＳＤＮユーザ部からは生成
されない。

　上記理由表示値は、全て診断情報フィールドを含み理由表示値に依存し、認識
不可パラメータ名、メッセージ種別コード、またはメッセージ種別コードおよび
認識不可パラメータ名のいずれかを含んでいる。△
　手順は以下の仮定に基づく
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽ⅱ）フォワードコンパチビリティ情報は、異なる交換機では違う指示を含む。

二種類の交換機があり、それはタイプＡおよびタイプＢの交換機である。タ
イプＡとタイプＢ交換機がなしうる機能的なタイプの分類を以下に示す。そ
れは、呼毎に決定する。機能的なタイプへの交換機の分類は呼の間に例えば
付加サービスのために変わることができる。
タイプＡ：
－発側交換機、すなわち、公衆網より呼を生成する交換機である。
－着側交換機、すなわち、公衆網での呼が到着する交換機である。
－相互接続交換機、すなわち、ＩＳＤＮユーザ部と他ユーザ部、又は他信
号方式で相互接続される交換機である。

タイプＢ：
中継交換機、即ち、中継ノードとして動作を行う交換機のことである。
△

　ⅳ）全てのインプリメンテーションにおいて最小限、▼表Ｘ／ＤｏＣｏＭｏ－
Ｑ７６４で規定されている全てのメッセージ▲を認識できる必要がある。

【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】
　ⅴ）【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】

交換機が、認識不可能なメッセージもしくはパラメータ▼又はパラメータ値
▲を受信したことを示す
▽コンフュージョン、△切断▽、復旧完了△を受信した場合、異なる機能レ
ベルの交換機との相互動作であると仮定する。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
本詳細は、節2.9.5.3を参照。

　ⅵ）全ての受信されうる認識不可メッセージは、オプションパラメータとして
コード化されたパラメータのみを含む。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽新規メッセージは、固定長必須または可変長必須パラメータを含まない。
△

▼これらのメッセージの受信でとられる動作は呼の状態及び影響を受けるサービ
スに起因する。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
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【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽コンパチビリティ情報が無いメッセージで、かつ認識不可のメッセージを受信
した場合そのメッセージは廃棄されコンフュージョンメッセージが送出される。
　認識不可能なパラメータやメッセージを受信した時、パラメータコンパチビリ
ティ情報パラメータや、メッセージコンパチビリティ情報パラメータのそれぞれ
に含まれたいくつかの対応する動作指示を交換機は探すべきである。パラメータ
コンパチビリティ情報パラメータは、二つ以上のパタメータに対するコンパチビ
リティ動作指示を含んでもよい。メッセージコンパチビリティ情報パラメータは、
完全なメッセージの処理に対する明確な動作指示を含んでいる。
　適切なコンパチビリティパラメータによる動作指示を交換機側が認識出来ない
場合、あるいはそのコンパチビリティパラメータがメッセージ中にない場合、交
換機の動作は基本動作に従う。その詳細は節2.9.5.3に示されている。
　指示表示はブーリアン表示のセットである。以下の一般的ルールは、これらの
動作指示の分析に適用される。
ⅰ） 呼に対する交換機の役割、即ちタイプＡ、又はタイプＢ交換機の設定内

容により表示の一部のみが検査され、無視される部分もある。
　タイプＢ交換機のみ、「中継交換機転送表示」を検査する。その表示が「中
継交換機解釈」に設定されていれば、他の表示は無視される。その表示が
「終端ノード解釈」に設定されていれば、要求された動作が行われる。
　タイプＡ交換機は常に残りの表示を判断し、即ちその表示は「中継交換
機転送表示」を除いた全ての表示である。結果として「終端ノード解釈」
はあらゆる種類の交換機、即ちタイプＡとタイプＢ交換機は、動作指示表
示を解釈しなければならないという事を意味している。

ⅱ） 「予備」として示された動作指示表示は検証されない。これらはＩＳＤ
Ｎユーザ部の将来のバージョンにて使用されうるが、その場合でも、現在
定義されている動作指示表示には適正な値が定義される。これにより、将
来さらに多くの動作指示が定義されても後方コンパチビリティに問題が生
じないことを保証する。

ⅲ） 交換機は、コンパチビリティ動作を行う前に、その呼に対してどの交換
機タイプなのかを決定しなければならない。

ⅳ） タイプＢ交換機では、「中継交換機転送表示」が「中継交換機解釈」に設
定されている場合、認識不可情報は透過的に通過されなければならない。

ⅴ） 認識不可情報の通過を指示されていないタイプＢ交換機において「呼解
放表示」が「呼を解放する」に設定されている場合、呼は解放される。タ
イプＡ交換機において「呼解放表示」が「呼を解放する」に設定されてい
る場合、呼は解放される。

ⅵ） 認識不可情報の通過を指示されていないタイプＢ交換機又は、タイプＡ
交換機において、「呼解放表示」が「呼を解放しない」に設定されている場
合、以下のケースが適用される。
－「メッセージ廃棄表示」または「パラメータ廃棄表示」が「メッセー
ジを廃棄する／パラメータを廃棄する」に設定されている場合、その
メッセージまたはパラメータは動作指示により廃棄される。

－そして次に、「通知送信表示」が「通知を送信する」に設定されている
場合コンフュージョンメッセージが認識不可情報を送出した交換機に
対して送出される。

ⅶ） 認識不可パラメータの場合には、動作指示は、認識不可パラメータもし
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くはそれを含むメッセージのどちらかを廃棄する事を要求することが可能
である。この手順は送出側交換機が、そのメッセージをこのパラメータ無
しで処理を続けることに応じられないことを決定する場合のために提供さ
れる。

ⅷ）　 １つのパラメータが同一メッセージ中に２つ以上含まれている場合には、
パラメータコンパチビリティ情報パラメータの動作指示表示は可能なコー
ディングの中で最も厳しい組合せに従って設定される。（即ち動作指示表
示内のビット情報「１」は有効である。）

ⅸ） １つのメッセージが、同時に２つ以上の手順のために使用されたり、関
連する標準に記述されているメッセージコンパチビリティ情報パラメータ
の動作指示表示のコーディングが異なる場合には、動作指示表示は可能な
コーディングの中で最も厳しい組合せに従って設定される。（即ち動作指
示表示内のビット情報「１」は有効である。）

ⅹ） タイプＡ交換機において、「通過」がメッセージ又はパラメータに設定さ
れていたが、「通過」が不可である場合、「通過不可表示」及び▼「通知送
信表示」▲がチェックされる。

【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】
xⅰ） 例えば、再試行の場合、ＩＡＭのパラメータが廃棄された表示を持つコ

ンフュージョンメッセージが送信または通過されるならば、このパラメー
タは新しいアドレスメッセージで送信されない。

xⅱ） 交換機がパラメータコンパチビリティ情報パラメータに従う「メッセー
ジ廃棄」動作指示を適用するならば、交換機は第１セグメントとタイマＴ
34がスタートした時に関係している分割メッセージを廃棄する。

xⅲ） 認識不可情報が広帯域／狭帯域相互接続点で受信されたならば、広帯域
／狭帯域相互接続表示がチェックされる。

xⅳ） コンパチビリティ情報を受信した時の処理を下表に明記する。
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表10／ＪＴ－Ｑ７６４　メッセージコンパチビリティ情報パラメータ受信時

動作指示
表示

Ｂ Ｃ Ｄ

要　　　求　　　動　　　作

０
０

０
１

×
０

１
×

０
１

１
×

メッセージ通過（注１）、（注２）、（注３）
メッセージ廃棄

メッセージ廃棄、通知送信
呼解放

ビット　Ｂ：呼解放表示
０　呼を解放しない
１　呼を解放する

ビット　Ｃ：通知送信表示
０　通知を送信しない
１　通知を送信する

ビット　Ｄ：メッセージ廃棄表示
０　メッセージを廃棄しない（通過）
１　メッセージを廃棄する

　通過が設定されている（ビットＤ ＝０）が通過不可ならばビットＣとＥがチェ
ックされる

ビット　Ｅ：通過不可表示
０　呼解放
１　情報廃棄

ビット　ＧＦ：広帯域／狭帯域相互接続表示
００　通過
０１　信号破棄
１０　呼解放
１１　予約、「００」と想定

注１：「×」＝無視
注２：タイプＢ交換機や国際関門交換機に適用する。他の交換機（例えば、発

側、着側、相互接続交換機）は要求動作を決定するためビットＥをチェッ
クする。

注３：メッセージを通過する場合には、通知は一切送出せずビットＣは無視さ
れる。
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表11／ＪＴ－Ｑ７６４　パラメータコンパチビリティ情報パラメータ受信時

指示識別子

Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
要　　　求　　　動　　　作

０
０
０
０
０
０
０
１

×
０
０
０
１
１
１
×

０
０
１
１
０
１
１
×

０
１
０
１
１
０
１
×

パラメータ通過（注２）
パラメータ廃棄
メッセージ廃棄
メッセージ廃棄
パラメータ廃棄で通知送信有り
メッセージ廃棄で通知送信有り
メッセージ廃棄で通知送信有り
呼解放

ビット　Ｂ：呼解放表示
０　呼を解放しない
１　呼を解放する

ビット　Ｃ：通知送信表示
０　通知を送信しない
１　通知を送信する

ビット　Ｄ：メッセージ廃棄表示
０　メッセージを廃棄しない（通過）
１　メッセージを廃棄する

ビット　Ｅ：パラメータ廃棄表示
０　パラメータを廃棄しない（通過）
１　パラメータを廃棄する

通過が設定されている（ビットＤ＝０かつビットＥ＝０）が通過不可ならばビッ
トＣとＦとＧがチェックされる

ビット　ＧＦ：通過不可表示
００　呼解放
０１　情報廃棄
１０　パラメータを廃棄する
１１　1993年版で予約､｢00｣と想定

ビット　ＪＩ：広帯域／狭帯域相互接続表示
００　通過
０１　信号破棄
１０　呼解放
１１　パラメータ破棄

注１：「×」＝無視
注２：タイプＢ交換機や国際関門交換機に適用する。他の交換機（例えば、発

側、着側、相互接続交換機）は要求動作を決定するためビットＥをチェッ
クする。

注３：メッセージを通過する場合には、通知は一切送出せずビットＣは無視さ
れる。
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△
2.9.5.3　認識不可メッセージ又はパラメータの処理
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽コンフュージョン、切断又は復旧完了メッセ－ジ受信の応答としてコンフュー
ジョンメッセージを送出してはならない。受信したコンフュージョン、復旧完了
メッセージの中に認識不可パラメータがある場合は廃棄する。コンフュージョン、
の中に認識不可な必須パラメータが有る場合、そのメッセージは結果として廃棄
される。△

2.9.5.3.1　認識不可メッセージ
▼交換機で認識不可メッセージを受信した場合は、当該メッセージを廃棄する。

注：表Ｘ／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４に含まれないメッセージは、認識不可とみ
なしてよい。最低限全てのインプリメンテーションは、表Ｘ／ＤｏＣｏＭ
ｏ－Ｑ７６４で規定される全てのメッセージを認識可能としなければなら
ない。▲

【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽1)　タイプＡ交換機の動作

a)　コンパチビリティパラメータ受信
　受信した「メッセージコンパチビリティ情報パラメータ」の動作指示に
より、認識不可メッセージを受信したタイプＡ交換機は、以下のいずれか
を行う。
　－メッセージ透過転送（注１）
　－メッセージ廃棄
　－メッセージ廃棄とコンフュージョン送出
　－呼解放

（注１）：メッセージの透過転送は、メッセージがＩＳＵＰ92版又はそれ以
降のバージョンの時のみ適用される。

　切断とコンフュージョンメッセージは、メッセージ種別コードを含む診
断情報フィールドを伴う理由表示番号♯97「メッセージ種別未定義、又は
未提供、廃棄」を含む。

b)　コンパチビリティパラメータ未受信
　交換機が認識不可メッセージを「メッセージコンパチビリティ情報パラ
メータ」無しに受信した場合、そのメッセージは廃棄されコンフュージョ
ンメッセージが返送される。コンフュージョンメッセージは、メッセージ
種別コードを含む診断情報フィールドが続く理由表示番号♯97「メッセー
ジ種別未定義、又は未提供、廃棄」を含む。

（注２）：表６－１／ＪＴ－Ｑ７６１［１８］に含まれない全てのメッセー
ジは、認識不可とみなされる。すべてのインプリメンテーションは、
最低限表６－１／ＪＴ－Ｑ７６１［１８］に規定されているメッセー
ジを認識しなければならない。
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　2)　タイプＢ交換機の動作
a)　コンパチビリティパラメータ受信
　受信した「メッセージコンパチビリティ情報パラメータ」の動作指示に
より、認識不可メッセージを受信したタイプＢ交換機は、以下のいずれか
を行う。
　－メッセージ透過転送（注）
　－メッセージ廃棄
　－メッセージ廃棄とコンフュージョン送出
　－呼解放
　コンフュージョンメッセージは、メッセージ種別コードを含む診断情報
フィールドを伴う理由表示番号♯97「メッセージ種別未定義、又は未提供、
廃棄」を含む。
　切断メッセージは、メッセージ種別コードを伴う診断情報フィールドが
続く理由表示番号♯97「メッセージ種別未定義、又は未提供、廃棄」を含
む。
（注３）：表６－１／ＪＴ－Ｑ７６１［１８］に含まれない全てのメッセー

ジは、認識不可とみなされる。すべてのインプリメンテーションは、
最低限表６－１／ＪＴ－Ｑ７６１［１８］に規定されているメッセー
ジを認識しなければならない。

b)　コンパチビリティパラメータ未受信
　交換機が認識不可メッセージを「メッセージコンパチビリティ情報パラ
メータ」無しに受信した場合、そのメッセージは廃棄されコンフュージョ
ンメッセージが返送される。コンフュージョンメッセージは、メッセージ
種別コードを含む診断情報フィールドを伴う理由表示番号♯97「メッセー
ジ種別未定義、又は未提供、廃棄」を含む。△

2.9.5.3.2　認識不可パラメータ
▼交換機が、認識不可パラメータを受信し、検出した場合、その呼が継続できる
か否かによって採られる動作が違ってくる。
　その呼が処理可能でなければ、切断メッセージが送信される。
　呼が継続可能であれば、その呼は処理され、メッセージは前位（後位）交換機
に送信される。認識不可パラメータ自身は、中継交換機では中継され、エンド交
換機及び関門交換機では廃棄される。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】

2.9.5.3.3　認識不可パラメータ値
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽標準ＪＴ－Ｑ７６３［１９］の中で「予備」、「留保」、又は「国内使用」として
示された任意のパラメータ値は認識不可とみなされてもよい。△
　認識可能なパラメータであるが、その内容を認識できないパラメータを受信し
検出した交換機は、以下に規定される動作を行う。
a)　認識不可必須パラメータ値
▼交換機が、認識不可必須パラメータ値を受信し、検出した場合、その呼が
継続可能かどうかによって採られる動作は違ってくる。
　その呼が継続可能であれば、認識不可パラメータ値は、保証されない。
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　その呼が継続不可能な場合は切断メッセージが返送される。
　認識不可必須パラメータ値を含んだ切断メッセージを受信した場合は、復
旧完了メッセージが返送される。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽認識不可必須パラメータ値は「ＴＴＣ標準第Ⅲ巻　第２分冊（第７版）　Ｉ
ＳＤＮユーザ部」のメッセージで規定されたパラメータに対してのみ起こり
得る。本「ＩＳＤＮユーザ部」は新しいメッセージには必須パラメータを含
まない。
　交換機が、認識不可必須パラメータ値を受信し検出した場合、交換機のタ
イプにより取るべき動作は、付表Ａ－２／ＪＴ－Ｑ７６３［１９］と付表Ａ
－３／ＪＴ－Ｑ７６３に依存する。
　認識不可必須パラメータ値を含みパラメータコンパチビリティ情報を含ま
ない切断メッセージを受信した場合、取るべき動作は前述の表に記述される。
△

b)　認識不可オプションパラメータ値
▼交換機が、認識不可オプションパラメータ値を受信し、検出した場合、そ
の呼が継続可能かどうかによって採られる動作は違ってくる。
　その呼が継続可能であれば、認識不可オプションパラメータ値は、保証さ
れない。
　その呼が継続不可能な場合は、切断メッセージが返送される。
　認識不可オプションパラメータ値を含んだ切断メッセージを受信した場合
は、復旧完了メッセージが返送される。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
▽認識不可パラメータに関する手順を適用する。各パラメータ値の為の特別
なコンパチビリティ情報フィールドは存在しない。パラメータに含まれる全
てのパラメータ値に対してパラメータのコンパチビリティ情報を適用する。
　標準ＪＴ－Ｑ７６３［１９］で既に規定されているオプションパラメータ
内に認識不可パラメータ値を受信し検出された場合、その動作は標準ＪＴ－
Ｑ７６３［１９］に含まれる表による。△
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▼
表Ｘ／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４　認識される最低限の信号

アドレス完了
応答
閉塞
閉塞確認
呼経過
回線群リセット
回線群リセット確認
アドレス
切断
復旧完了
回線リセット
再開
中断
閉塞解除
閉塞解除確認

▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】

2.9.5.4　認識不可情報送信を通知する応答の処理手順【規定しない】

2.9.5.5　不合理情報処理に対する手順【規定しない】

2.9.6　復旧完了メッセージの受信不可－タイマＴ１及びＴ５
　復旧完了メッセージが切断メッセージに応答してタイマ（Ｔ１）以内に受信で
きない時には交換機は切断メッセージを再送する。
▼ただし、当社網から再送する切断メッセージに設定する理由表示は最初に送出
したものと異なる場合がある。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
　最初の切断メッセージの送出時、▼１分▲タイマ（Ｔ５）を開始させる。この
タイマ（Ｔ５）のタイムアウト以前に復旧完了メッセージを受信できない時には、
交換機は次の動作を行う。
　ⅰ) 回線リセットメッセージを送出する。
　ⅱ) 保守システムに警報を送出する。
　ⅲ) 回線を運用からはずす。
　ⅳ) 回線リセットメッセージの送出を保守者介入があるまで▼１分▲間隔で続

行する。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】

2.9.8　他の失敗状態

2.9.8.1　切断メッセージに対して切断不可の場合【規定しない】

2.9.8.2　呼失敗
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　呼設定が失敗し他の▼メッセージが適用できない場合には、呼障害表示▲が切
断メッセージに含まれて転送される（節2.2参照）。№７信号方式交換機で切断メ
ッセージを受信すると切断メッセージを前位交換機へ送る。適用信号方式に機能
がないため切断メッセージを返送できない場合には適切な信号すなわちトーンま
たはアナウンスが前位交換機へ送出される。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】

2.9.8.3　異常切断条件
　節2.3で規定されている正常切断の条件が満たされない場合でも次に示す条件
で呼は切断される。
a)　制御交換機
　交換機は次の動作を行う。
－最終のアドレスメッセージ送出後20～30秒以内にアドレスおよびルーチ
ング情報の正常解放の条件に合わない場合には全装置とコネクションを
解放する。

　（注）制御交換機の種別は網ごとに規定できる。

c)　中継交換機
【ＪＴ－Ｑ７６４では▽△を規定している】
　交換機は、以下に示す場合には全装置とコネクションを解放し、切断メッ
セージを返送する。
▽－アドレスメッセージ受信後10～15秒以内に導通試験メッセージを受信

できないとき、または△
　－▽最終の△アドレスメッセージ送出後20～30秒以内に節2.3に規定され

ているアドレス及びルーチング情報の正常解放の条件に合わないとき。
　　切断メッセージの手順は節2.2.2に詳述されている。

2.11　自動輻輳制御【規定しない】

2.15　信号長オーバメッセージ
【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】

2.20　発測地位置手順【規定しない】
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付属資料Ａ　（ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４）
ＩＳＤＮユーザ部のタイマ

　付表Ａ／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４に、ＩＳＤＮユーザ部のタイマ値の一覧を示す。

▼付表Ａ／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４　ＩＳＤＮユーザ部のタイマ（１／２）

記号 タイムア
ウト値

起動条件 正常停止条件 タイムアウト時 関連章

Ｔ１ ４～10秒 切断メッセー
ジ送出時

復旧完了メッセ
ージ受信

切断メッセージの再送、
及びタイマＴ１起動

2.9.6
2.2
2.3

Ｔ２ ３分 制御交換機が
中断メッセー
ジ（ユーザ起
動）を受信時

制御交換機が再
開メッセージ
（ユーザ起動）
を受信

切断手順の起動 JT-Q733.4
［26］

Ｔ５ １分 最初の切断メ
ッセージを送
出時

復旧完了メッセ
ージを受信

回線リセットメッセー
ジの送出、保守システム
への通知、回線をサービ
ス状態からはずし、タイ
マＴ１を停止、タイマＴ
１７を起動

2.9.6

Ｔ６ ２～４秒 制御交換機が
中断メッセー
ジ（網起動）
を受信

再開メッセージ
（網起動）又は
切断メッセージ
を受信

切断手順の起動 2.4.1
2.4.2
2.4.3

Ｔ７ 20～30秒 最後のアドレ
スメッセージ
の送出時

通常のアドレス
及びルーチング
情報を廃棄可能
な状態となった
時

関連全装置、コネクショ
ンの解放(切断メッセー
ジ送出)

2.1.1
2.1.2
2.1.4
2.9.8.3

Ｔ１２ ４～15秒 閉塞メッセー
ジの送出時

閉塞確認メッセ
ージ受信時

閉塞メッセージの再送
タイマＴ１２起動

2.9.4

Ｔ１３ １分 閉塞メッセー
ジの最初の送
出時

閉塞確認メッセ
ージ受信時

閉塞メッセージの再送。
保守システムへの通報｡
タイマＴ１２停止､タイ
マＴ１３起動

2.9.4

Ｔ１４ ４～15秒 閉塞解除メッ
セージの送出
時

閉塞解除確認メ
ッセージの受信
時

閉塞解除メッセージ再
送。Ｔ１４起動

2.9.4

Ｔ１５ １分 閉塞解除メッ
セージの最初
の送出時

閉塞解除確認メ
ッセージの受信
時

閉塞解除メッセージ再
送、保守システムへの通
報、Ｔ１４停止、Ｔ１５
起動

2.9.4
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付表Ａ／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４　ＩＳＤＮユーザ部のタイマ（２／２）

記号 タイムア
ウト値

起動条件 正常停止条件 タイムアウト時 関連章

Ｔ１６ 10秒 タイマＴ５の
タイムアウト
時以外の回線
リセットメッ
セージの送出
時

確認受信時 (復
旧完了メッセー
ジ受信時）

回線リセットメッセ
ージの再送、Ｔ１６起
動

2.9.3.1

Ｔ１７ １分 回線リセット
メッセージの
最初の送出時

確認受信時 保守システムへの通
報、回線リセットメッ
セージの再送、Ｔ１６
停止、Ｔ１７起動

2.9.3.1

Ｔ２２ 10秒 回線群リセッ
トメッセージ
の送出時

回線群リセット
確認メッセージ
の受信時

回線群リセットメッ
セージ再送、Ｔ２２起
動

2.9.3.2

Ｔ２３ １分 回線群リセッ
トメッセージ
の最初の送出
時

回線群リセット
確認メッセージ
の受信時

回線群リセットメッ
セージ再送、保守シス
テムへの通報、Ｔ２２
停止、Ｔ２３起動

2.9.3.2

Ｔ３４ ２～４秒 簡易分割表示
を含むIAMメ
ッセージを受
信時

分割メッセージ
の受信

呼処理を続ける 2.1.12

▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の規定が異なる】
付属資料Ｂ　（ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４）
基本呼制御信号手順
　付図Ｂ－１～４／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４にＩＳＤＮの呼設定シーケンスを示
す。
付図Ｂ－１／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４　通常の完了呼（一括転送）
【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】
付図Ｂ－３／ＪＴ－Ｑ７６４　信号長オーバメッセージを含む完了呼
【規定しない】
注１）呼出メッセージは、自動応答端末では網に対して返送しないときがあ

る。このような条件下では応答が受信されると、応答メッセージは通
信パスの接続が完了されるとすぐに送られる。

注２）ＩＳＤＮ内での電話呼に対して、着交換機は加入者が空きであること
を知ると直ちに呼出音を送出する。アクセスインタフェースに接続さ
れたＰＡＢＸの場合、ＰＡＢＸ内で生成されるインバンドの着呼表示
を発ユーザに返送するために通信路の早期スルーコネクトのオプショ
ンがある。データ呼に対しては送出されない。

注５）アクセスプロトコルの例は、ポイントツーポイント形式の場合だけで
ある。
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付図Ｂ－４／ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４　正常の呼解放【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】

付属資料Ｆ　（ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４）
理由表示値【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】

付属資料Ｈ（ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４）
状　態　遷　移　図
注）▼本状態遷移図には規定していない信号、プリミティブ、タイマ、信号手順

を含んでいる。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲の記述が異なる】

１．概　要
　本付録は、ＩＴＵ－Ｔ仕様記述言語（ＳＤＬ）に従った状態遷移図により本仕
様で規定された信号手順を記述する。機能的記述を容易にするため、ＩＳＤＮユ
ーザ部（ＩＳＤＮ－ＵＰ）手順は、付図１－１／ＪＴ－Ｑ７６４▼（参考例とす
る。）▲に示される主機能ブロックに分割されている。機能ブロックは、以下のと
おりである。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
　なお、本付録のＳＤＬ図と本文の記述が不一致の場合は、本文を正しいものと
して用いる。

1)　信号手順制御（ＳＰＲＣ）
　ＳＰＲＣは、ＩＳＤＮ－ＵＰメッセージをレベル３（ＳＣＣＰ又はＭＴＰ）
に渡すための手順及び受信ＩＳＤＮ－ＵＰメッセージを他ＩＳＤＮ－ＵＰ機
能ブロックに分配するための手順を提供する。

2)　呼処理制御（ＣＰＣ）
　ＣＰＣは、ユーザ要求に従った基本回線交換サービスを実現するための呼
制御手順を提供する。

3)　回線監視制御（ＣＳＣ）
　ＣＳＣは、保守目的のための回線監視制御及び異常状態からの回復のため
の手順を提供する。

２．記述の規制
a)　外部入力及び出力は、相手交換機との相互動作、ＳＰＲＣと他機能ブロッ
クとの相互動作のため使用される。内部入力及び出力は、各機能ブロック内
の相互動作、例．タイマ満了の制御を表示するため、使用される。これらの
相互動作のため、入力及び出力の記号は、付図１－２／ＪＴ－Ｑ７６４▼（参
考例とする。）▲に示したものを使用する。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】

b)　入力及び出力記号は、生成機能ブロックと相手機能ブロック名の頭字語の
一部とその間の矢印を含む、例．閉塞ＢＬＳ→ＣＰＣ。

c)  上の規則に従ったＳＤＬ図の簡単な例が付図１－３／ＪＴ－Ｑ７６４▼
（参考例とする。）▲に示されている。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
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３．略語、タイマ及びプリミティブ
3.1　略　語
▼付表１－１～３／ＪＴ－Ｑ７６４を参考例とする。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
1)　信号手順制御（ＳＰＲＣ）：付表１－１／ＪＴ－Ｑ７６４
2)　呼処理制御（ＣＰＣ）：付表１－２／ＪＴ－Ｑ７６４
3)　回線監視制御（ＣＳＣ）：付表１－３／ＪＴ－Ｑ７６４

3.2　タイマ
　ＩＳＤＮ－ＵＰ　ＳＤＬ図で用いられるタイマは、付表１－４／ＪＴ－Ｑ７６
４▼（参考例とする。）▲に示される。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】

3.3　プリミティブ
　呼制御（ＣＣ）とＩＳＤＮ－ＵＰ間インタフェースで使用されるプリミティブ
は、付表１－５／ＪＴ－Ｑ７６４▼（参考例とする。）▲に示される。
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】

４．状態遷移図とＳＤＬ図
　各ＩＳＤＮ－ＵＰの主機能ブロックは、さらに幾つかの機能ブロックに分割さ
れる。各主機能ブロックに対する機能図と簡単な状態遷移図が以下に示される。
1)　信号手順制御（ＳＰＲＣ）

▼付図１－４、５／ＪＴ－Ｑ７６４を参考例とする。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
機　能　図：付図１－４／ＪＴ－Ｑ７６４
状態遷移図：付図１－５／ＪＴ－Ｑ７６４

2)　呼処理制御（ＣＰＣ）
▼付図１－６～９／ＪＴ－Ｑ７６４を参考例とする。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
機　能　図：付図１－６／ＪＴ－Ｑ７６４
状態遷移図：付図１－７／ＪＴ－Ｑ７６４～付図１－９／ＪＴ－Ｑ７６４

3)　回線監視制御
▼付図Ｈ．10～18－Ｂ／ＪＴ－Ｑ７６４を参考例とする。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
機　能　図：付図１－10／ＪＴ－Ｑ７６４
状態遷移図：付図１－11／ＪＴ－Ｑ７６４～付図Ｈ．18―Ｂ／ＪＴ－Ｑ７
６４

　ＩＳＤＮ－ＵＰ　ＳＤＬ図は、３ブロックアプローチを基本に記述されている。
このアプローチにおいて、コネクトスルー、回線選択、ディジット分析のような
信号と独立な機能を提供する呼制御（ＣＣ）は、ＩＳＤＮ－ＵＰの範囲外である。
これらの機能は、章１－４でのみ記述されている。
1)　信号手順制御（ＳＰＲＣ）

▼付図１－19、20／ＪＴ－Ｑ７６４を参考例とする。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
－メッセージ送信制御(MSDC) ：付図1-19/JT-Q764
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－メッセージ分配制御(MDSC) ：付図1-20/JT-Q764
2)　呼処理制御（ＣＰＣ）

▼付図１－21、22／ＪＴ－Ｑ７６４を参考例とする。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
－入側呼処理制御(CPCI) ：付図1-21/JT-Q764
－出側呼処理制御(CPCO) ：付図1-22/JT-Q764
－入側簡易分割制御(SSCI) ：付図H.23-A/JT-Q764【規定しない】
－出側簡易分割制御(SSCO) ：付図H.24-A/JT-Q764【規定しない】

3)　回線監視制御（ＣＳＣ）
▼付図１－25、26、33～36、39、40／ＪＴ－Ｑ７６４を参考例とする。▲
【ＪＴ－Ｑ７６４では▼▲を規定していない】
－閉塞／閉塞解除送信(BLS) ：付図1-25/JT-Q764
－閉塞／閉塞解除受信(BLR) ：付図1-26/JT-Q764
－保守回線群閉塞／閉塞解除送信(MGBS)

：付図1-27/JT-Q764【規定しない】
－保守回線群閉塞／閉塞解除受信(MGBR)

：付図1-28/JT-Q764【規定しない】
－ハードウェア障害自局閉塞(HLB) ：付図1-29/JT-Q764【規定しない】
－ハードウェア障害相手局閉塞(HRB)

：付図1-30/JT-Q764【規定しない】
－ハードウェア障害回線群閉塞／閉塞解除送信(HGBS)

：付図1-31/JT-Q764【規定しない】
－ハードウェア障害回線群閉塞／閉塞解除受信(HGBR)

：付図1-32/JT-Q764【規定しない】
－回線リセット送信(CRS) ：付図1-33/JT-Q764
－回線リセット受信(CRR) ：付図1-34/JT-Q764
－回線群リセット送信(CGRS) ：付図1-35/JT-Q764
－回線群リセット受信(CGRR) ：付図1-36/JT-Q764
－回線群状態要求送信(CQS) ：付図1-39/JT-Q764
－回線群状態要求受信(CQR) ：付図1-40/JT-Q764
－簡易分割手順(SSC) ：付図H.41/JT-Q764【規定しない】

付属資料ａ　（ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４）
事業者間料金精算方式【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】

付属資料ｂ　（ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４）
輻輳制御に対する二重制御の防止【規定しない】

付属資料ｃ　（ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４）
優先接続における固定塗替で選択された事業者名の音声通知手順【規定しない】

付属資料ｄ　（ＤｏＣｏＭｏ－Ｑ７６４）
緊急通報呼の発信手順【ＪＴ－Ｑ７６４に準拠する】
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補足資料１

ＧＲＳ送出シーケンス

　以下に示す回線状態及び呼処理状態は、ＧＲＳ送信、ＧＲＡ受信後に閉塞要因
を再度検出した場合の処理（ＢＬＯの送受信）までを一連の処理と見なし、それ
らが終了した時点の状態を示している。
　なお、閉塞要因を再度検出できない場合は、この限りではない。

ＧＲＳ送信前 ＧＲＳ送信後
項

番
（Ａ）

①回線状態
②呼処理状態

（Ｂ）
①回線状態
②呼処理状態

（Ａ）
①回線状態
②呼処理状態

（Ｂ）
①回線状態
②呼処理状態

シ
｜
ケ
ン
ス
番
号

１
①非閉塞
②空　き

①非閉塞
②空　き

①非閉塞
②空　き

①非閉塞
②空　き

Ⅰ

２
①自局閉塞
②空　き

①相手局閉塞
②空　き

①自局閉塞
②空　き

①相手局閉塞
②空　き

Ⅰ

３
①相手局閉塞
②空　き

①自局閉塞
②空　き

①相手局閉塞
②空　き

①自局閉塞
②空　き

Ⅱ

４
①両局閉塞
②空　き

①両局閉塞
②空　き

①両局閉塞
②空　き

①両局閉塞
②空　き

Ⅱ

５
①非閉塞

②出側回線使用中
①非閉塞

②入側回線使用中
①非閉塞
②空　き

①非閉塞
②空　き

Ⅰ

６
①非閉塞

②入側回線使用中
①非閉塞

②出側回線使用中
①非閉塞
②空　き

①非閉塞
②空　き

Ⅰ

シーケンスⅠ

（Ａ）

ＧＲＳ（RANGE=11）

ＧＲＡ（STATUS*）

（Ｂ）

  10秒

＊：０＝保守閉塞でない

シーケンスⅡ

（Ａ）

ＧＲＳ（RANGE=11）

ＧＲＡ（STATUS**）

（Ｂ）

10秒

＊＊：１＝保守閉塞である
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補足資料２

回線群リセット処理及び回線照合処理の仕様

１．回線群リセット処理について

①　回線群リセット処理を実行する際に処理可能な範囲フィールド（ＲＡＮＧ
Ｅ）は、ＧＲＳ送信、受信時ともＲＡＮＧＥ＝11以内（１～11）で12回線以
内である。

②　ＧＲＳの送信はシーケンシャル方式（注１）とする。ＭＧＳでのみＧＲＳ
受信は、シーケンシャル方式及びパラレル方式（注２）何れの方式も受信可
能であるが、どちらの方式を受信するか設定が必要となる。なおパラレル方
式で受信した場合、ＣＣの負荷により規定タイマ（ＧＲＡ待ちタイマ（Ｔ２
２））内にＧＲＡの返送ができない可能性がある。

③　対向している複数の相手局に対して一斉にＧＲＳを送信する。
④　ＧＲＳ内のＣＩＣには、先頭のＣＩＣを設定する。ただし、そのＣＩＣが
未実装及び実装（工事中）の回線に対しては処理をスキップし、実装（現用、
削除待機）の回線が先頭ＣＩＣとなるようにする。

⑤　未実装回線がＣＩＣとして設定されているＧＲＳ受信時は、そのメッセー
ジは破棄せず、ＧＲＡを返送する。
（ＧＲＳが相手局で破棄された場合、Ｔ２２タイムアウトによるＧＲＳの再
送を行う。同時に、最初のＧＲＳ送信時、Ｔ２３タイマ（１分）をスタート
し、Ｔ２３タイムアウトにより保守者にエラーメッセージを出力する。保守
者はコマンド投入によりＧＲＳの再送を停止し、再送停止後はシステムが自
律的に次のＧＲＳを送信する。）

⑥　実装回線をＣＩＣとするＧＲＳ送信時に、その範囲フィールドで指定され
る回線の中に未実装回線が含まれることがある。

⑦　実装回線をＣＩＣとするＧＲＳ受信時に、その範囲フィールドで指定され
る回線の中に未実装回線が含まれる場合でも、該当するＧＲＳは受信可能と
する。また、未実装回線に対して返送するＧＲＡの状態フィールド上に設定
するコードはＭＧＳの場合は“１”とする。

⑧　ＧＲＡ待ちタイマ（Ｔ２２）は、約10ｓ（ＧＲＳ送信後も約10ｓ）となっ
ている。

⑨　ＧＲＡ返送に約５sを要する。（ＲＡＮＧＥ＝11の場合）

（注１）シーケンシャル方式
送信時：ＧＲＳを送信し、そのＧＲＳに対するＧＲＡを受信してから次のＧ

ＲＳを送信する方式
受信時：ＧＲＳを受信し、そのＧＲＳに対するＧＲＡを送信する前に次のＧ

ＲＳを受信した場合処理ができない方式

（注２）パラレル方式
送信時：ＧＲＳを送信し、そのＧＲＳに対するＧＲＡの受信とは無関係に次

のＧＲＳを送信する方式
受信時：ＧＲＳを受信し、そのＧＲＳに対するＧＲＡを送信する前に次のＧ

ＲＳを受信しても処理が可能である方式
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２．回線照合処理について

①　回線照合処理を実行する際に処理可能な範囲フィールド（ＲＡＮＧＥ）は、
ＭＧＳでは、ＣＱＭ送信時 ＲＡＮＧＥ＝29以内で30回線（０～29）以内と
し、受信時 ＲＡＮＧＥ＝31以内で32回線（０～31）以内とする。

②　ＣＱＭは、送受信ともパラレル方式（注３）である。
　ただし、ＭＧＳではシーケンシャル方式（注４）による受信も可能である。

③　処理単位は、ＤＰＣ毎（若番順）とする。
④　ＣＱＭ内のＣＩＣには、先頭のＣＩＣが設定される。ただし、そのＣＩＣ
が未実装及び実装（工事中）の回線に対しては処理をスキップし、実装（現
用、削除待機）の回線が先頭ＣＩＣになるようにする。

⑤　未実装回線がＣＩＣとして設定されているＣＱＭ受信時は、ＭＧＳではそ
のメッセージは廃棄され、その範囲フィールド内に指定される回線について
は、該当する範囲フィールド内の回線照合処理への移行が行われない。

⑥　実装回線をＣＩＣとするＣＱＭ受信時に、その範囲フィールドで指定され
る回線の中に未実装回線、工事中回線が含まれる場合、その回線に対して返
送するＣＱＲの回線状態表示フィールドには「００００００１１：未実装」
を設定する。

⑦　回線群状態要求起動方法については、１日１回とし、ＭＧＳの起動時刻は
午後10時とする。

（注３）パラレル方式
送信時：ＣＱＭを送信し、そのＣＱＭに対するＣＱＲの受信とは無関係に次

のＣＱＭを送信する方式
受信時：ＣＱＭを受信し、そのＣＱＭに対するＣＱＲを送信する前に次のＣ

ＱＭを受信しても処理が可能である方式

（注４）シーケンシャル方式
送信時：ＣＱＭを送信し、そのＣＱＭに対するＣＱＲを受信してから次のＣ

ＱＭを送信する方式
受信時：ＣＱＭを受信し、そのＣＱＭに対するＣＱＲを送信する前に次のＣ

ＱＭを受信した場合処理ができない方式
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補足資料３

回線照合処理の仕様（呼処理状態・保守状態が不一致の場合）

１．呼処理状態が不一致の場合

　呼処理状態が不一致のパターンについては下記の表中に数字を記入している。

相手局
自局

入側回線
使用中

出側回線
使用中

空 未実装

入側回線使用中 １ － ２ ３

出側回線使用中 － ４ ５ ６

空 ７ ８ － ９

未実装 10 11 12 －

・表中の数字は以下の表で示すパターンと一致する。
・－は、呼処理状態が一致した場合を示す。

ＣＱＭ送信前の両局状態 不一致に対する処理後の状態

ＣＱＭ送信局 ＣＱＭ受信局 ＣＱＭ送信局 ＣＱＭ受信局

パタ
ーン

ＣＱＭ送信局で
の処理

入側回線使用中 未実装 空 未実装 ３

出側回線使用中 未実装 空 未実装 ６

何もしない

未実装 入側回線使用中 未実装 入側回線使用中 10

未実装 出側回線使用中 未実装 出側回線使用中 11

何もしない

空 入側回線使用中 空 空 ７

空 出側回線使用中 空 空 ８

ＲＥＬ送信

入側回線使用中 空 空 空 ２

出側回線使用中 空 空 空 ５

ＲＥＬ送信

入側回線使用中 入側回線使用中 空 空 １

出側回線使用中 出側回線使用中 空 空 ４

ＲＥＬ送信

空 未実装 空 未実装 ９

未実装 空 未実装 空 12

何もしない
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２．保守状態が不一致の場合

　保守状態が不一致のパターンについては下記の表中に数字を記入している。

相手局
自局

非閉塞 自局閉塞 相手局閉塞 両局閉塞 過渡状態 未実装

非閉塞 ０ １＊ ２ ３＊ ０ ４

自局閉塞 ５ ６＊ ０ ７＊ ０ ０

相手局閉塞 ８＊ ０ ９＊ 10 ０ ０

両局閉塞 11＊ 12 13＊ ０ ０ ０

過渡状態 ０ ０ ０ ０ ０ ０

未実装 ０ ０ ０ ０ ０ ０

・表中の数字は以下の表で示すパターンと一致する。
・＊：保守者通知(メッセージ出力)
・パターン０：　ＣＱＭ送信局では何も行わない。
・どちらか一方の局が過渡状態にあるとき、呼処理状態照合、閉塞状態照
合において両局の状態は一致しているものとしてＣＱＭ送信局では何も
行わない。
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ＣＱＭ送信前の両局状態 不一致に対する処理後の状態

ＣＱＭ送信局 ＣＱＭ受信局 ＣＱＭ送信局 ＣＱＭ受信局

パタ
ーン

ＣＱＭ送信局での
処理

相手局閉塞 非閉塞 非閉塞 非閉塞 ８ 非閉塞を設定

非閉塞 未実装 自局閉塞 未実装 ４

両局閉塞 相手局閉塞 自局閉塞 相手局閉塞 13

自局閉塞を設定

自局閉塞 非閉塞 自局閉塞 相手局閉塞 ５

両局閉塞 自局閉塞 両局閉塞 両局閉塞 12

ＢＬＯ送信

非閉塞 相手局閉塞 非閉塞 非閉塞 ２

相手局閉塞 両局閉塞 相手局閉塞 自局閉塞 10

ＵＢＬ送信

非閉塞 自局閉塞 相手局閉塞 自局閉塞 １ 相手局閉塞を設定

自局閉塞 両局閉塞 両局閉塞 両局閉塞 ７ 両局閉塞を設定

非閉塞 両局閉塞 相手局閉塞 自局閉塞 ３ 相手局閉塞を設
定、ＵＢＬ送信

自局閉塞 自局閉塞 両局閉塞 両局閉塞 ６ 両局閉塞を設定、
ＢＬＯ送信

相手局閉塞 相手局閉塞 非閉塞 非閉塞 ９ 非閉塞を設定、Ｕ
ＢＬ送信

両局閉塞 非閉塞 自局閉塞 相手局閉塞 11 自局閉塞を設定、
ＢＬＯ送信
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補足資料４

回線二重捕捉時のシーケンス

二重捕捉後の自動再試行

Ａ　局　　Ｂ　局　　　優先局（α局）　　　非優先局（β局）　　　Ｃ　局　Ｄ　局

①β局はＣＩＣを変えＩＡＭ２を再送する。

②β局がある回数ＣＩＣを変えてＩＡＭ２を再送しても衝突が回避されない場
合はＣ局に対してＲＥＬ（理由種別：＃34）を送信し、呼を切断する。

両局で衝突検出

ＩＡＭ２を再送

ＩＡＭ２を廃棄

ＩＡＭ１ ＩＡＭ２

ＩＡＭ１

ＩＡＭ１
(CIC=a)

ＩＡＭ２
(CIC=a)○

↑
衝突発生

ＩＡＭ２

ＩＡＭ２
(CIC=b)


